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7月号をお届けするにあたって 

 6月の通常総会において協会の新しい活動方針が決まりました。校條会長の活動方針、総会報告および
総会で承認された議案にかかわる資料集をご覧下さい。 

5月1日「サラウンドの日」を電子情報技術産業協会（JEITA）と共に提唱しサラウンド･サウンドの普
及に努めていますが、本年の「サラウンドの日」のイベントを含めた活動状況を JEITAオーディオネッ
トワーク事業委員長・本誌編集委員の蔭山さんに寄稿いただきました。 

2･3月号「JASジャーナルのリニューアル」で予告しましたように、協会において委員会活動が進めら
れている「デジタルホームシアター、第３世代オーディオ、生録、サラウンド･サウンド、ソフト、音展

（順不同）」の近況を順次掲載します。今月号では、デジタルホームシアター普及委員会、第３世代オー

ディオ普及委員会の活動状況を各委員長に執筆いただきました。 
6月に生録普及委員会が実施した生録セミナーの状況を事務局に、また、生録会でのCD制作を担当さ
れたスタート・ラボの小室さんに特別寄稿をいただきました。 
 ミュンヘンのハイエンド・ショーを毎年視察されている森編集委員にHigh End 2010レポートを寄稿
いただきました。ご多忙の中で執筆いただいた各位に感謝いたします。         編集事務局 

 
 
 
 
 
 

☆☆☆ 編集委員会委員 ☆☆☆ 

（委員長）君塚 雅憲 （委員）伊藤 昭彦（（株）ディ-アンドエムホールディングス）・大林 國彦・ 
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濱崎 公男（日本放送協会）・藤本 正煕・森 芳久・山﨑 芳男（早稲田大学） 
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日本オーディオ協会は、本年6月の総会を
持って創立 58 年を迎えました。この間、ま
さに民生用、業務用を問わず日本の電子産業

を牽引してきたことは事実として、先輩諸氏

のご苦労に敬意を表するとともに誇りを持

ちたいと思っております。 
一方、時代の変化と技術進化により、その

構図も大きく様変わりし、今や国内オーディ

オ市場の産業規模は最盛期 1／3程度に縮小
しました。 
それは市場が縮小したというより、“いつ

でも” “どこでも” “誰でも”のキャッチ
フレーズのごとく、手軽に再生音楽やライブ

にも接することが出来るようになり、大きく

進化したといった方が適切と思われます。 
このような中、日本オーディオ協会は今総

会において、60 周年を前に今一度、創立の
原点を見極め、そして次の時代に引き継げる

協会として「創立の理念と新たなビジョンの

融合」による新しい協会のスタートを切りま

した。 
 
 
 
 

 

オーディオ市場復活を目指す新たな協会活動 

 

社団法人日本オーディオ協会 会長 

校條 亮治 

具体的には公益社団法人から公益性を色

濃く残した一般社団法人化への移行と、そし

て原点である「感性文化の創造」に向け具体 
的な活動方針を確立しました。 
これにより、大きくビジョン達成に向け取

り組んでまいります。この道のりは大変厳し

く、難しいものと認識しますが、大げさに言

えばこのこと無くして、日本文化や日本産業

の再構築はありえないと思うほどです。 
特に若い人たちへの取り組みは極めて重

要であり、協会としても微々たる力ではあり

ますが、確実に活動してまいる所存です。幸

いにも昨年から少しではありますが、その芽

が出つつあることを実感しています。今年に

入って国内オーディオ市場は４月までの累

計でも出荷金額が前年を上回っており、是非

ともこの流れを継続できるように、具体的活

動に拍車をかけられるように会員一同、又役

員一同全力を傾注する所存であります。 
ご関係者の皆様の絶大なるご支援をお願

い申し上げ、ご挨拶とさせて頂きます。 
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サラウンド普及と『サラウンドの日』関連行事について

JEITAオーディオネットワーク事業委員長・本誌編集委員／パナソニック（株） 

蔭山 惠 

 
＜はじめに＞ 
 日本国内ではデジタル放送への完全移行を一年後に控え、PDPや液晶等の大画面・薄型テレビ
への買い換え需要が旺盛である。また、デジタル放送では 5.1chサラウンド放送が行われており、
大型テレビの買い換え需要に牽引される形でホームシアターの好調な販売が期待される。 
しかしながら「サラウンド」や「5.1ch サラウンド」に対する認知度はまだまだ低くホームシ

アターが一般家庭に普及しているとは言い難い状況である。高音質サラウンドの楽しみを数多く

の方々に体験頂き、新しい生活文化としての定着をはかるために社団法人電子情報技術産業協会

（以下 JEITA）と社団法人日本オーディオ協会（以下 JAS）は共同でホームシアターやサラウン
ドの普及活動を行っている。以下ではこれら活動について紹介する。 
 
＜サラウンドの日の制定＞ 

JASが 2007年夏に実施した一般人 1,000名（男女同比率）対象のアンケート調査にて、サラ
ウンドの聴取体験者は 51%、デジタルテレビ放送のサラウンド聴取体験者はわずか 16%で、サラ
ウンドという言葉を知らない人が 37%という実態が判明した。一方、JEITA が 2007 年秋の
CEATEC期間中に NHK / JEITAブースに特設した 5.1chサラウンド放送体験ルームにて実施し
たサラウンド視聴体験直後のアンケートでは、サラウンドの効果を良かったとした方は 94%、今
後放送をサラウンドで聴きたいとした方は 98%といずれも高く、実体験が認知向上に効果的なこ
とが確認された。 
このような実態を踏まえて、サラウンドを広く業界内外の皆様に身近なものとして知っていた

だき新しい生活文化としての定着をはかるために 2008年 4月 5.1ch方式に因む 5月 1日を「サ
ラウンドの日」に制定した。同 4月 23日には経済産業省・総務省来賓他、関係者約 200名出席
の元「サラウンドの日制定記念大会」を開催し、一般公募したサラウンドシンボルマークの発表

や、サラウンドに関する動向報告や講演を行った。また、制定日以降、下記に示す関連イベント

を行ない広範な方々へのサラウンドの普及啓発を図っている。 
 
 
 
 
 
 
 

 「サラウンドの日」制定記念大会 （全国町村会館） サラウンドシンボルマーク 

4 



 
 
 

JAS Journal 2010 Vol.50 No.5（7月号） 

 
＜サラウンドの日体感視聴イベント＞ 
 
 1. NHK 渋谷 DE ど～も 5.1サラウンドシアター 
  毎年 5月のゴールデンウィーク中に東京渋谷 
の NHK放送センターにて実施されるイベント 
会場に試聴室を特設し 5.1chサラウンドコンテ 
ンツを実演して数多くの家族連れにサラウン  
ドの迫力を楽しんで頂いている。 
今年も 5月 1日～4日にかけて 5,000名を超え 

る方々にサラウンドの良さを体験頂いた。  
渋谷 DE ど～も 2010 サラウンドシアター会場の様子

 
2.「サラウンドの日」体感視聴会 
  5月 1日の「サラウンドの日」を中心に 4月 
下旬から 5月下旬にかけて経済産業省、総務省、 
日本放送協会、（社）デジタル放送推進協会、 
（社）日本民間放送連盟、（社）日本レコード協会、 
（社）日本映像ソフト協会の後援のもと、 
JEITA・JAS会員会社ショウルーム等を会場と 
して体感視聴会を実施している。 

2010 年サラウンドの日体感視聴会 
ソニー会場  

今年度も 4月 24日から 5月 31日にかけてケンウ 
ッド、シャープ、ソニー、デノン、日本板硝子環境 
アメニティ、パイオニア、パナソニック、ヤマハ 
の 8社 12会場で「サラウンドの日」体感視聴会を 
実施した。 

 
視聴会では NHKから提供を受けた放送済素材の 

特別編集コンテンツや、DEG (Digital Entertainment   同 
パイオニア会場 Group)  Japan協力ソフトコンテンツ（DEG Japan 

アワード 2010「ベスト高音質賞」作品）セル版ブルー  
レイ「Wall-E」ウォルトディズニー作品、セル版ブル 
ーレイ「NHKクラシカル ハイティンク指揮 ロイヤ 
ル・コンセルトへボウ管弦楽団 ぺライア」 NHKエ 
ンタプライズ作品などを用いたデモにより約 2,500名 
の方々にサラウンドの素晴らしさを体感頂いた。 

 
 

同 
パナソニック会場  
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＜CEATEC NHK/JEITAブース＞ 
  2007年以降、千葉県千葉市幕張メッセで開催される CEATECの NHK/JEITAブースに 5.1ch
サラウンド放送体験ルームを特設し、放送済素材を特別編集したサラウンドコンテンツをデモす

ることで数多くの入場者にサラウンドの良さを体験して頂いている。 
体験ルーム内では視聴直後にアンケート調査を行っており、上述したように非常に多くの方か

ら「サラウンドの効果を良かった」、「今後放送をサラウンドで聴きたい」という回答を得ている。

また、年々サラウンドという言葉の認知度も上がってきている。 
体験ルーム外壁には「あなたにピッタリの 5.1ch サラウンドシステムは ?」と銘打ったパネル

も展示し普及啓発に努めている。2009年度も 10月 6日～10日の期間で約 10,000名の方々にサ
ラウンドを体験して頂いた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 5.1chサラウンド放送体験ルーム 
CEATEC 2009 NHK/JEITAブース 

 
 

 
サラウンド啓発パネル 

CEATEC 2008 NHK/JEITAブース 
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＜放送事業者との連携＞ 
 JEITA サラウンドサウンド専門委員会、JAS サラウンドサウンド WG メンバーと放送事業者
音声制作メンバーが定期的に会合を持ちサラウンド放送普及のための施策を検討している。「サラ

ウンドの日」を中心にサラウンド放送番組を特別編成したり、放送局ロビーにてサラウンド視聴

会を実施するなど成果が出始めている。 
本年 5月 1日には NHK BSハイビジョン / BS2にてサラウンド 8時間特別番組「体感！デジ

タルサウンドのすべて」が放映されたが、日本オーディオ協会が秋葉原 UDXビルに特設した「サ
ラウンド体験コーナー」が生中継されサラウンドの魅力が語られた。また、本年 4 月 30 日～5
月 5日にかけて大阪毎日放送本社ロビーで今年度プロ音楽録音賞受賞サラウンド番組「平等院音
舞台」を放映した体験視聴会が実施され好評を博した。 
 
＜サラウンドホームページ＞ 

JASでは、エンドユーザーに対するサラウンドのポータルサイトとしてホームページ「サラウ
ンド Web」 を開設してきたが、ホームシアターとの関連づけをより明確にするため 2010 年 4
月に「ホームシアターサウンド」（http://hometheater-s.jp/）としてリニューアルした。 
このサイトでは「ホームシアターを知る」、「ホームシアターを作る」、「ホームシアターを 10

倍楽しむ」をテーマにサラウンド・ホームシアターに関する情報が満載されている。 
 
＜おわりに＞ 
 サラウンド普及のための JEITA、JASの取り組みを紹介した。紙面の都合で紹介できなかった
が昨今、ブルーレイディスクにおける高音質サラウンドコンテンツが充実しており、DEG ジャ
パンなど BDソフトプロモーション団体とも連携していることを付け加える。これら活動により
多くの方々にサラウンドの魅力を満喫していただけることを願ってやまない。 
 
 
筆者プロフィール 
蔭山 惠（かげやま さとし） 
1953年生まれ。1978年大阪大学大学院工学研究科通信工学専攻修了。
同年松下電器産業(株)入社。テクニクススピーカの商品設計を担当した

後、オーディオ機器の研究開発責任者、オーディオ・ビデオ事業部門

の技術企画責任者を経て、現在パナソニック（株）AVC ネットワーク
ス社ネットワーク事業 G技術戦略・渉外担当参事。趣味はオーディオ、
鉄道、書道。 
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ＪＡＳ 委員会レポート 

第三世代オーディオ普及委員会について 
第 3世代オーディオ普及委員会 委員長 
株式会社スタート・ラボ 君塚 雅憲 

 
１．はじめに 

日本オーディオ協会は一般社団法人への移行も含め、新生ＪＡＳとしての活動が始まりました

が、オーディオを取り巻く環境の変化はここ数年非常に大きく、また変化の速度が上がってきて

いるのも事実です。このような環境下、従来の概念では対応しきれない新たな技術やサービスの

発展が進みオーディオの楽しみ方も大きく変わってきました。しかしながら良い音を求めるとい

うオーディオとしての本質は普遍のものであり、「変化と普遍」を念頭に置きつつ、現代的な視

点からオーディオの発展を考えていこう、というのが活動の基本と思っております。 

昨年度、ＪＡＳの活動の柱として「四つの融合」というテーマが掲げられましたが、その中で

「携帯オーディオとホームオーディオの融合」を議論・推進する場として第三世代オーディオ普

及委員会は出発いたしました。オーディオの原点である良い音の追及と、新たな使い方・楽しみ

方を、デジタル技術や通信技術の進化に呼応しつつ考えていければ、更なるオーディオの普及と

発展に寄与できるのではないかと考えております。 

 

２．ＭＡＰＩの設立 

第三世代オーディオ普及委員会は昨年度から活動を始めましたが、そのきっかけは「携帯オー

ディオとホームオーディオの融合」において、携帯機器、特に携帯電話とホームオーディオの連

携を考えることでした。 

ＣＤの市場が減少し配信型オーディオの普及が進むなかで、日本においては携帯電話での音楽

ダウンロードが機器の高機能･高性能化とともに非常に伸びてきました。初期にはいわゆる着メロ

という呼出し音程度の利用から始まりましたが、通信技術の世代進化と携帯機器の高機能化にと

もない、大容量ファイルのダウンロードと保管が可能となり、かなり高音質な楽曲が簡単に手に

入るようになり、ポップスなどを中心に多くの音楽が配信されております。 

携帯電話においては、音楽ダウンロードサービスは各通信事業者が仕様を決めており、課金シ

ステムも含めた安全性が万全でユーザが簡単かつ安心してダウンロードを楽しむことが出来る

といえます。一方、著作権保護も強固に考えられているので、ダウンロードした携帯機器から購

入した楽曲を取り出して他の機器で楽しむ、といった使い方は少々困難です。あくまで携帯電話

そのもので音楽を楽しむことが主な用途となっており、ヘッドフォンでの視聴がほとんどではな

いかと考えられます。せっかく比較的良い音質でダウンロードされた楽曲を、簡単にホーム機器

でも楽しめる環境を作れれば、携帯機器だけでなくホームオーディオ機器の拡大にも寄与できる

のではないか、という趣旨のもと「モバイルコンテンツフォーラム（ＭＦＣ）」、「モバイルコン

ピューティング推進コンソーシアム（ＭＣＰＣ）」の方々と、先ずは Bluetooth 技術による携帯
電話からホーム機器への無線の音楽伝送について検討を始めました。 
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また、音楽配信やその利用に関してはコンテンツサイドの協力が不可欠であり、「日本レコー

ド協会（ＲＩＡＪ）」にも参画いただき、モバイルオーディオユーザの利便性向上と、その市場

の拡大を目指して「モバイルオーディオ推進協議会（ＭＡＰＩ）」を昨年８月に設立いたしまし

た。さらにホームだけでなく、車載環境においても同様な利便性と用途の拡大が望まれることか

ら、カーエレクトロニクスを議論している「社団法人 Jaspar」にも協力団体として加わっていた

だき、各関係業界がモバイルオーディオの発展を目指して互いに協力できる場を設けました。 

 

 

 配信事業者 

通信事業者 

レコード会社 

音楽事務所 

携帯電話やポータブルオーディオ機器を
HUBとした展開により、 
様々な機器で、いろんな場所で 
再生できるようになる。 

カーオーディオ

スピーカー

ホームオーディオ

ヘッドホン 

イヤホン 

 
携帯電話

これまでは、 
携帯電話やポータブルオーディオ機器で
楽しむしかなかった。 

ポータブル 

オーディオ機器

ＰＣ 

インターネット 

Bluetooth ® 

赤外線 
無線LAN 

等による接続

 

ＭＡＰＩ活動の概要 

ＪＡＳとしてはオーディオ技術の立場から、規準信号の検討や、音質面、ホーム機器との連携

における使い勝手等々においてこの活動に貢献し、市場の活性化に結びつけたい所存です。 

詳細は割愛しますが、ＭＡＰＩホームページ http://www.mcf.to/mapi/gaiyou.html もご参
照頂ければ幸甚です。 

 

３．新世代オーディオ 

最近、ＵＳＢオーディオとかＰＣオーディオという話題が広がってきておりますが、これは「オ

ーディオのソース源が技術革新によって変化してきた」と、捉える事が出来るのではないでしょ

うか。従来オーディオのソースはＣＤなど標準化されたパッケージによって供給されるものがほ

とんどでした。またＦＭ等による高品位な音楽放送もありましたが、これを記録する場合も規格

化された機器とメディアを使う、という点ではパッケージ型と同じです。 
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これに対し通信技術・コンピュータ技術の進化、また並行してハードディスクや半導体メモリ

ーの価格のこなれ等もあって、パッケージを介さずデジタルデータとしてソースを扱うことが容

易になってきた、というのが現状ではないかと思います。 

デジタルオーディオが一般化されてからかなりの年月が経ちましたが、ここ 10 年ほどで圧縮

技術を駆使した配信型オーディオが、ポータブル型プレーヤ、さらには前項にも触れました携帯

電話を再生機として大きな伸張を見せています。半面、ＣＤの出荷規模が減少し、多様な高音質

ソースの入手が少々困難になってきているのも事実です。 

今後のオーディオのあり方を考える中で、このような環境・技術の変化を積極的に取り入れ、

豊かなオーディオ文化を更に発展させていくためには、いくつかの課題の整理が重要になってき

ており、第三世代オーディオ普及委員会では、今年度このような観点からも活動を進めたいと思

っております。 

（１） 音質スペックと互換性 

音質を単純に数値だけで測るのは危険かと思いますが、従来のパッケージ型ソフトでは定めら

れた規格でスペックが限定されていました。データだけをやり取りする配信型では規格にとらわ

れず技術進歩に伴ってより高いスペックの音源を扱うことが出来ます。半面、パッケージ型では

厳密に規定されていた互換性の条件が曖昧になり、ユーザに使い勝手上のストレスを与えること

も考えられます。新たな視点から互換性の概念を捉えなおし、ユーザがより多くのソースを自由

に楽しめる環境を作っていくことが重要ではないかと思います。 

（２） 機器の複雑化 

ＰＣオーディオとは単にソース機器としてパソコンをオーディオシステムに繋げるだけ、とい

う解説も理解できますが、きちんと高音質のデータを再生しようとすると、多くのオーディオフ

ァンにとっては意外と敷居が高く、何から手をつけたらよいのかも解りにくいのではないでしょ

うか。機器自体や接続のインターフェースなども従来のオーディオコンポーネントとはかなり異

なるところが多く、より多くのオーディオファンが気軽に使える為には何が必要か、機器側から

考えることも必要です。 

（３） 流通 

レコード店での規格化されたパッケージソフトの購入から、インターネットを利用した配信に

よるデジタルデータのみの入手というふうに購入の形が変わってくると、サイトの安全性やフィ

ッシング対応など Web ショッピング一般の課題に加えて、著作権保護のあり方なども従来とは
異なった視点で捉える必要性が生じてきます。機器（ハード）だけでなく、コンテンツ、流通な

ど領域を超えての連携を深め、新たなオーディオの普及へと議論を進めて行ければと考えており

ます。 

今後とも関係各位、またオーディオを愛する皆様のご理解、ご協力をお願いいたします。 

 

筆者プロフィール               生年：1950 年 

           歴：大阪大学 工学部卒業 学

職

趣

          歴：ソニー株式会社、株式会社スタートラボ 

           味：旅行、写真 
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デジタルホームシアター普及委員会 

委員長 鈴木 弘明 
株式会社ソナ 

ＪＡＳ 委員会レポート 

「豊かなオーディオ文化を広め、楽しさと人間性にあふれた社会を創造する」という JASの基
本ビジョンに沿って、21年度の主たる事業計画の一つとして昨年の春に「デジタルホームシアタ
ー普及委員会」が創設された。 
本委員会の活動の趣旨は、薄型 TVや BDレコーダの急速な普及に伴って育ちつつあるホーム

シアター市場に注目し、シアターの中における“音”の重要性を世の中に訴えるべく、 
 （１）学術機関や有識者とも連携し、デジタルホームシアターの接続、操作、インストール、   

室内音響を含めたチューニング等のガイドライン作成に着手する 
 （２）ガイドライン等を人材育成に活用するための教育システムについての検討を進める。 
 というものである。 
 昨年の 7月 15日に第一回目の委員会を開催して以来、この 7月末までに既に 11回の委員会 

 を通して活発な活動を行ってきた。メンバーは学識者、有識者、AV 家電メーカ、住設会社、音
響設計施工会社からの参加者で、総勢 18名である。 
これまでの活動の中心は、ホームシアター・ビジネスに関わる人達に対してのガイドラインを

創るということであった。音響物理、室内・建築音響、音響・映像機器、視聴環境、各種インス

トール業務、更にはインテリアなどについて基礎的なレベルから応用レベルまでの範囲にわたっ

て、議論を重ね、ガイドラインの執筆を精力的に行ってきた。 
その結果このほど第一段階としてガイドラインの基礎を内容とする「ホームシアター基礎 音

響基礎」テキスト、「映像基礎」テキストが纏まった。 
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9 月 4 日、5 日にはこの二冊のテキストに加えて、インテリア産業協会が纏められる「インテ

リア基礎」のテキストを教材として、「第一回DHTインストラクターコース短期集中講座」が予
定されている。（http://www.jas-audio.or.jp/dht/）本講座はAV機器の設計・販売、住宅関連の設
計・施工・販売、更にはインテリアコーディネーターなど住宅の内装、ホームシアターのインス

トールに関わる人達を主な対象としている。講座の終わりには認定試験が行われ、合格者は、JAS
認定の資格を授与されることになる。 
今後、9月以降、上級レベルのガイドラインを内容とする「音響・映像応用」テキスト、「イン

ストール基礎/応用」テキストが発行され、それらを教材として「基礎、応用講座 DHT スペシ
ャリストコース」、「基礎、応用講座、カスタマイズと実践講座 DHTカスタムインストーラーコ
ース」が開催され、上級の資格認定試験も併せて行われる予定である。 
また、本委員会の活動の一環として家庭のホームシアターにおけるスピーカ配置の調査が行わ

れている。5.1 サラウンドのスピーカ配置ついては ITU―R の勧告に準拠することが推奨されて
いるが、現実の生活空間でもある家庭のホームシアターにおいては勧告通りのスピーカ配置が出

来ることは稀と言わなければならない。そこで日本の家庭におけるホームシアターを調査し、ス

ピーカ配置について統計的データ処理を行っている。このデータから、ITU-Rの勧告のスピーカ
配置から大きくズレた配置を数パターン選び出し、聴感テストによって、標準的なスピーカ配置

に比較して感じられる音質の差異がどの程度かを調べる予定である。 
 
一年にわたる活動を続けてきた成果が「ホームシアター/音響基礎」「映像基礎」テキストの発

刊、更には 9月に予定されている講座、講座を通しての資格認定制度、などにつながってきてい
る。また実際の家庭のホームシアターにおけるスピーカ配置・聴感テストなども継続して行われ

ている。本委員会は今後も活発に活動を続け、日本におけるホームシアター・ビジネスの発展、

ホームシアター・サウンドの普及に貢献していきたい。 
 
 
筆者プロフィール 

鈴木弘明（すずきひろあき）       

昭和 21 年生まれ。 

昭和 45 年日本ビクター㈱に入社。同社音響技術研究所にて建築音響・
室内音響の研究に従事。 
平成 9 年から DVD フォーラムのオーディオ・ワーキング・グループ
WG-4議長に日本ビクター代表として就任。DVDオーディオの規格化活
動に従事。平成 19年から株式会社ソナ 取締役社長  
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ＪＡＳ 委員会レポート 

「ライブレコーディング！生録セミナー」を開催 

生録普及委員会 事務局 

遠藤 恒雄 

 

 

 

 

 

 
2010 年 6 月 19 日、梅雨時期の開催で心配された天候でしたが、前夜からの雨は朝のうちまで

で止み、午後からは薄日が差すまでに回復し、参加者で早い方は１時間前からの来場となりまし

た。 
今回の生録会場の東京・世田谷の「松本記念音楽迎賓館Ａホール」は、周辺は静かな高級住宅

街に位置し、普段から音楽演奏会や発表会に使用される、床・壁・天井と全てが木材で囲まれた

素晴らしい音響環境の設備を備えた会場でした。 
生録会には予定の２０名を超えて２３名が参加、会場のＡホールはリニア PCM レコーダーや

マイクを設置したスタンドが林立し、大変な熱気でした。 
参加者は自慢のリニアＰＣＭレコーダーをマイクやスタンドと一緒に持参したり、協賛企業か

らのレンタル機を会場で借り受けての「生録セミナー」となりました。 
はじめに講師の岩井 喬さんから、録音にあたって機器の特性や会場環境を考慮した録音レベ

ルやセット位置のアドバイス、録音時のヘッドホンやパンフレットの扱いの注意などの説明があ

り、参加者はより良い音の録音を改めて学べました。 
岩井さん本人は、ＯＮ・ＯＦＦマイク５本を演奏楽器の傍や会場後方に設置して、記録用録音

を行い、参加者に録音の面白さや難しさの説明も行いました。 
演奏は、2004 年 5 月より広島交響楽団のコンサートマスターに就任され、2007 年度よりはエ

リザベト音楽大学にて、准教授として後進の指導にも当たって活躍中の、ヴァイオリン奏者の「田

野倉雅秋」さん。ピアノ奏者は、ソリストとして 第９回ＡＢＣフレッシュコンサートにて大阪セ

ンチュリー交響楽団と共演、「ピアノ３重奏「ARTICA（アルティカ）TRIO」のメンバーとして活

動する他、弦楽器奏者、声楽家の伴奏者や室内楽奏者としても活躍中の澤田智子さんを迎えまし

た。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ヴァイオリン/田野倉雅秋さん  ピアノ/澤田智子さん 
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① シューマン：ヴァイオリンソナタ 第 1 番 

② バッハ：無伴奏ヴァイオリンソナタ第 3番よりラルゴ 

③ ショパン：小犬のワルツ 

④ ベートーヴェン：ヴァイオリンソナタ 第 5 番 「春」 

が順番に演奏され、ヴァイオリンとピアノの音色と演奏技術の素晴らしさを披露していただきま

した。 
参加者は、手を伸ばせば届く距離で演奏される音楽を生録する、醍醐味を堪能しました。 

また、曲演奏の合間には、別途時間をとり録音した音楽を別室のステレオ機器で再生し、録音状

態を確認する試聴会も行われました。クラシック４曲の演奏と、２回の録音試聴会は３時間かけ

て行われ、好評の内に無事終了しました。 
レンタル機使用の方には、CDに音楽を移して持ち帰ってもらうサービスも行いました。 
参加者からは、生録イベントの継続を希望する意見が多く、協会も次回開催に向けての準備を進

める予定です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

ライブレコーディングの模様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

録音した音を視聴している様子       機材レンタルに協力いただきました 

 

＜ハード・ソフト協力企業＞ 

オリンパスイメージング株式会社、株式会社コルグ、株式会社ズーム、株式会社スタート・ラボ、 

ソニー株式会社、ティアック株式会社、ローランド株式会社 （ｱｲｳｴｵ順） 
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ポータブルデジタルレコーダーをより楽しむために 
株式会社スタート・ラボ 

小室 弘行 

 
1. はじめに 
 デジタル技術やメモリ価格の下落に伴い、最近では大変高品質

なポケットサイズのポータブルデジタルレコーダーが安価で手に

入るようになりました。今から約 30年前の 1970年代、大きなテ
ープレコーダーやパラボラ型の集音器を持って、蒸気機関車の音

や鳥の鳴き声を録音するという『生録（なまろく）』がちょっとし

たブームだったことを考えると、技術の進歩はたいへん目覚しい

ものがあります。右の写真は当時発売されていた『ナマ録入門本』

です。 
元々は会議や会話を録音するために使用されていた小さなテ

ープレコーダーが、録音メディアをフラッシュメモリに変えまし

た。発売当時はメモリ容量も少なく数分～数 10 分の記録しか出
来ませんでしたが、圧縮技術とメモリの大容量化で会議をまるまる録音することも可能になりま

した。ここ数年は音質の面から圧縮をしないリニア PCMの録音機能がついたモデルも発売され、
更には高音質録音に特化したポータブルデジタルレコーダーが各社から発売されています。中に

は音楽 CDクオリティ以上の音質で録音できる機種もあり、バンドの演奏や楽器の練習、ブラス
バンドや合唱などのクラブ活動でもその威力を発揮します。 
 今回は一般的に普及しつつあるポータブルデジタルレコーダーをより楽しむために、いくつか

の活用法・利用法をご紹介したいと思います。 
 
2. 録音したデータの取扱と保存（バックアップ） 
ポータブルデジタルレコーダーはどのメーカーのものも、高音質のためにいろいろな工夫がさ

れています。そのため簡単な操作をするだけで手軽に録音を楽しめ、録音した音の良さには驚か

されることでしょう。機種によっては長時間録音を可能にするために、MP3 や WMA などの圧
縮フォーマットで録音できるものもありますが、せっかくの高音質を楽しむためにはぜひ圧縮な

しの録音方式をおすすめします。 
デジタル録音は言うまでもなく、音をデジタル信号に変換して録音します。音の信号をデジタ

ル化して”0”と”1”の組み合わせで記録するわけですが、デジタル化の方式には大きく分けて次の 2
種類があります。CDや DVDで採用されている PCMという方式と、スーパーオーディオ CDで
採用されている DSD という方式です。どちらの方式にも音質や取扱などを含めて一長一短があ
りますが、録音した音がデータとなることにかわりはありません。まずはそのデータをコンピュ

ータにコピーするところから始めます。 
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当然と考える方もたくさんいらっしゃると思います。しかしこの作業はとても大切で、せっか

く録音した音データを守る第 1ステップと考えて頂きたいと思います。レコーダーの内蔵メモリ
に録音したデータをずっと残しておくことは出来ません。あるいは SD カードやメモリースティ
ック等のフラッシュメモリを使う場合でも、録音するたびに新しいものを用意するのは不経済で

すし、紛失したり壊してしまっては取り返しのつかないことになります。そこでまずはコンピュ

ータのハードディスクにデータをコピーし、最初のバックアップとします。 
音をフラッシュメモリに録音した場合は、そのメディアに合わせてリーダーを用意して音のデ

ータをハードディスクにコピーします。内蔵メモリに録音する機種の場合は、お使いのコンピュ

ータが Windows であれ Macintosh であれ USB という端子は装備されていると思いますので、
ここにレコーダーを接続し音のデータをコピーします。これで第 1番目のバックアップは完了で
す。 
そして次にもう 1つのバックアップを作成しましょう。ハードディスクにコピーしたデータを

光ディスクに記録します。光ディスクの場合、保存状態さえよければハードディスク以上の長期

保存が可能です。最近のコンピュータは購入した時点で記録用のドライブを内蔵し専用ソフトが

付属されていることが多いので、データの容量に合わせて CD-R（約 700MB）や DVD-R（約 4.7
～8.5GB）、あるいは BD-R（約 25～50GB）を用意しデータディスクを作成します。 
最近は写真の世界もデジタルカメラの普及で、撮影

した画像をデジタルデータとして保存している方が多

いと思います。一旦フラッシュメモリやハードディス

クに不具合が起こってしまうと、せっかくの思い出や

貴重な写真をすべて失うことになってしまいます。ポ

ータブルデジタルレコーダーで録音した音も貴重な音

源・思い出ですので、まずはバックアップを含めて録

音データをきちんと保存していただきたいと思います。 
 高品質 CD-Rと DVD-R 

3. 編集をしよう 
せっかく録音した音は自分だけで楽しむだけでなく、家族や友人にも聞いてもらいたいもので

す。しかし、他の人に聞いてもらう場合にはちょっとした工夫が必要です。録音した本人はその

場の雰囲気や状況が分かりますが、音だけ聞かされる側にとって、目的の音・音楽以外の部分は

時には邪魔に感じる場合もあるでしょう。せっかく録音した音を退屈せずに楽しく聞いてもらう

ために、編集作業に挑戦してみましょう。 
編集をするためには専用のソフトウェアが必要になります。気軽に楽しめるフリーウェアから

プロが使用する高価なものまで、その種類と数は数えきれません。ここではいくつか代表的なソ

フトウェアを挙げてみたいと思います。 
● Windows/Mac対応のソフトウェア: Audacity（フリーウェア）、Sound it!、Protools、Cubase
など 

● Windows用ソフトウェア：Free Audio Editor、Wavosaur、Sound Engine Free（以上フ
リーウェア）、SoundForge、Wavelab、Sonor、Samplitudeなど 
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● Macintosh用ソフトウェア：sonicWORX Basic、sparkME（以上フリーウェア）、Logic、

Peak、PreMaster CDなど 
 
ここでは弊社で取り扱っている米国 SonicStudio 社の Macintosh 用編集ソフトウェア、

PreMaster CDを使って代表的な編集の例と CD作成の方法をご紹介したいと思います。 
 
3-1．不要部分の削除 
録音したデータをソフトウェアに

読み込むと、右図のように音の波形が

表示されます。 
波形を見ながら音の再生を行ない、

不要な部分を削除して必要な部分だけ

を残すようにします。 
 

 
 
 
 
 
 
 

不要な部分を選択（黄色部分）           選択部分を削除 
 
本ソフトウェアでは不要な部分を範囲選択して、”Delete”ボタンを使って簡単に削除すること

が可能です。通常波形編集ソフトウェアでは、編集は“非破壊編集”で行われます。つまり元に

なっているファイルはいじらずに、編集画面上で不要な部分をカットしているだけです。 
つまり再生をはじめる位置の指定を変更しているに過ぎません。したがって、もし後から編集

で削除してしまった部分が必要になっても、その部分のデータは残っていますのでいくらでもや

り直しが出来ます。コンピュータを使った波形編集の最大のメリットと言っていいでしょう。 
  
3-2．フェードインとフェードアウト 
市販されている CDは滑らかに音楽が再生できるように、音楽が始まる前と終わった後の部分

の処理を行っています。これはフェードイン／フェードアウトと呼ばれ、大変重要な作業の１つ

です。これにより大変聞きやすい状況を作り出すことが出来ます。 
フェードインは音が出る前の部分を、フェードアウトは音が消えて行く部分を調整します。フ

ェードの時間を長くすれば徐々に音楽が大きくなったり、少しずつ音がなくなっていくように設

定することが出来ます。急に録音をはじめてしまい、いきなり音が出てくるような場面でもフェ

ードイン処理をすればたいへん聞きやすくなります。 
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フェードインの設定           フェードアウトの設定 
 
3-3. ノイズ除去 
録音している最中に思いがけずノイズが入ってしまうことは、どんなに気をつけていても避け

ることは出来ません。また状況によってはエアコンの音や機材のファンノイズなどがある場所で

録音を行わなければならない場合もあるでしょう。そういう場合に、ある程度のノイズを除去し

てくれるソフトウェアがあります。 
下図（左）は録音中にマイクの接触不良でノイズが発生した例です。波形の途中に棘のように

鋭い部分が２カ所ありますが、これらの部分がノイズになっています。この場合、 Manual 
DeClick というソフトウェアを使えば、前後の音の成分から解析を行ない本来あるべき音を補間
することが出来ます。 

マイクの接触不良によるノイズ（2箇所）       ノイズを処理した結果 
 
また録音中ずっとエアコンのノイズがあった場合は、Broadband Denoiseというソフトウェア

でエアコンノイズのノイズフロアを計算し、スレッシュホールド以上の音だけを有効にして聴感

上のノイズを軽減することも可能です。 
 

  

上段選択部分のノイズフロアを解析 
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上記のような処理をすることによって、不要な部分をなくし録音した音を聞きやすく編集する

ことが出来ます。市販されている CDは上記のような編集を行い、時にはノイズ除去なども行っ
て制作されています。 
 
4. 自分だけの CDを作ろう 
録音した音や音楽をポータブルデジタルレコーダーから直接再生して楽しむことももちろん

出来ますが、家族や友達に聞かせるために毎回レコーダーを持ち歩いたり、オーディオセットに

接続したりするのは少々面倒です。やはり一番手軽で汎用性が高いのは音楽 CDを作って聞いて
もらうことでしょう。ここでも PreMaster CDを使って音楽 CD作成の手順をご紹介します。 

 
4-1. 編集画面に音を取り込む 
まずは編集画面に CDとして記録しようとする音源ファイルを並べます。 

 
PreMaster CDでは 44.1kHzのファイルであればそのまま編集画面に取り込むことが出来、波

形は自動で生成されます。それ以外のサンプリング周波数の場合にはバックグラウンドで

44.1kHzに変換するサンプルレートコンバータが内蔵されていますので、これを使って 44.1kHz
のファイルに変換します。 

 
4-2. 順番を考え音楽を並べ、トラックマークを打つ 
自分がイメージする順序に音楽を並べます。この時、曲と曲の間隔や音の入り方・終わり方に

注意しながら並べてみます。順番が気に入らなければ、どんどん変更して試してみましょう。い

くらでもやり直しが出来ますので、遠慮は不要です。 
すべての順番が決まったらそれぞれの音楽の始まりにトラックスタートのマークを打ちまし

ょう。これで CD ができたときにそれぞれのトラックに直接アクセスすることができます。

PreMaster CDでは音楽ファイルを等間隔で並べて、自動でトラックスタートのマークを打つ機
能が備わっていますので、編集画面に音を取り込んですぐに CD作成をすることも可能です。 

   

編集画面に並べたサウンドファイル サンプルレート変換を行う画面 
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 トラックマークを打った編集画面（左）とトラックマークの情報画面（右） 
 

4-3. 音量調整とノーマライズ 
好きな順番に音楽が並び、トラックマークも打ちました。CD を作成する前に最後のステップ

として音楽の音量バランスを揃えましょう。レベルに気をつけて録音した場合、最大レベルまで

まだ余裕が残っていて、実際にはかなり小さい音で録音されていることがあります。あるいは、

ちょっとレベルが大きく録音されているものを採用したい場合もあるでしょう。CD として出来
上がったときにトラックによって音量のばらつきがあると聞きづらくなりますので、すべてのト

ラックの音量が大体同じくらいになるように揃えるといいと思います。 
    

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
2トラック目の音量調整を行う（左）、ノーマライズ機能の画面（右） 

 
またソフトウェアによってはノーマライズといって、音量のばらつきがなくなるように自動調

整してくれる機能があるものもあります。レベルオーバーにならない範囲で、可能な限り音量を

大きくすることが可能ですので大変便利な機能です。 
 
4-4. CDの作成 
すべての準備が終わりましたので、あとは CDの作成を行ないます。未記録の CD-Rをディス

クドライブに挿入し、CD 作成を実行します。CD-R が世の中に出て来た頃は等速記録しか出来
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なかったので、60分の CDを作成するのに 60分かかりました（実際にはプラス５分くらい必要
でした）。その後倍速記録も登場して記録時間は約半分になりましたが、現在はディスクもドライ

ブも高速対応になっているので短い時間で CDが完成します。 
    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 CD記録を実行する画面（左）と DDPファイルを作成する画面（右） 
 

ちなみにPreMaster CDでは音楽CDを作成する前に”DDPイメージ”というファイルを作成し
ます。これは現在工場で CDをプレスするときのマスターとなるデータで、このデータを DVD-R
に記録して工場に納品します。またレコード会社によってはアーカイブとしても採用されていま

す。 
 

5. 最後に… 
ポータブルデジタルレコーダーをより楽しむためにということで、音データのバックアップと

編集・CD作成についてご紹介しました。 
オープンリールやカセットテープ等アナログの時代と違い、ポータブルデジタルレコーダーを

使えば、簡単・手軽に良い音で録音することが出来ます。また、コンピュータを使えば編集をし

たり CDを作ったりと、ますます楽しみ方が広がっていきます。最近流行りの PCオーディオな
ら音楽 CDをつくらずに、高音質のままコンピュータから直接再生ということも可能な時代です。
ポータブルデジタルレコーダーをいろいろな場面にどんどん持ち出してどんどん録音し、みなさ

んそれぞれの方法で録音した音を楽しんでいただけたらと思います。 
 

筆者プロフィール  

小室 弘行（こむろひろゆき） 
1991年ソニー㈱入社。国内営業の後、SA-CDの導入 
を国内外で担当して 2005年スタート・ラボ出向。 
以降 CD-R・DVD-Rの販売と共に、CD/SACD制作の 
ためのワークステーション販売を担当。 
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今年もまたオーディオ･ファイルの夢の祭典「High End 2010」が 5 月 6 日から 9 日まで、ミ

ュンヘンの博覧会場 MOC（Munich Order Center）で開催された。名実ともに世界最大の規模

と質を誇るこのハイエンド・ショーには、ドイツ国内と近隣諸国はもちろん、東欧、ロシア、ア

ジア、アメリカのメーカーの出展、そしてそれらの国からの来場者も多く、今年も大盛況の賑わ

いを見せた。 
このショーを主催しているのはハイエンド協会で、その歴史は創立された 1982 年まで遡る。 
1970 年代に世界で大きく開花したオーディオ産業やレコード産業により、当時は、世界各国で

大規模なオーディオ・ショーが開催され大きな人気を博した。アンサンブルステレオからコンポ

ーネントオーディオが主流となる中で、特にハイエンドのジャンルに進出するメーカーも増えて

きた。当時のプログラムソースはアナログレコードまたはサンパチ･ツートラ（38cm、2 トラッ

クのテープデッキ）が主流だったが、多くのハイエンドオーディオ・メーカーが誕生し、高性能

な製品を競い合った。1980 年代になるとその傾向にさらに拍車がかかり、ヨーロッパのハイエン

ドオーディオ関連メーカーとその代理店がハイエンドオーディオに特化したショーの開催を志向

し、1981 年にドイツを中心としてそのアイディアが固まった。こうして、翌 1982 年、ドイツに

ハイエンド協会が設立され、第１回のハイエンド・ショーがフランクフルトで開催され、大きな

成功を収めた。以来今日まで、このハイエンド・ショーは毎年開催され、今年は第 29 回を迎え

た。第 22 回まではフランクフルトの郊外のケンペンスキーホテルを会場としてきたが、規模の

拡大に伴い、ミュンヘンの MOC に会場を移し今年で既に 7 回目の開催となった。 
このハイエンド協会は、このハイエンド･ショーの開催に大きな力を注ぐと同時に、メーカーと

代理店、また代理店とエンドユーザー相互の便宜や問題解決にも尽力し、健全なるオーディオの

発展に貢献していることが特筆できる。またハイエンド・ショーの開催に関して、観光局や旅行

会社、さらにはボランティア団体など、他の組織と密接な関係を保ちながら、ショーの成功に心

血を注いでいる。このショーの PR は徹底しており、市内の鉄道の各駅にはハイエンド･ショーの

ポスターが掲示され、しかもポスターや宣伝冊子など、毎年同じイメージで統一されているため、

反復告知効果が現れている。まさにドイツらしい徹底振りで我々日本オーディオ協会も学ぶべき

点が多いといえよう。その一貫した姿勢が質の維持向上につながり、ほぼ毎年規模の拡大をもた

らしている。事実、下記の表のように出展者数、来場者数などがそれを証明している。 
年度 2006 2007 2008 2009 2010 前年比 

スペース 14,000 ㎡ 15,500 ㎡ 18,373 ㎡ 18,373 ㎡ 18,373 ㎡ ― 
出展社数  210 220 231 248 258 +4.0％ 
報道関係   387 410 407 438 446 +1.8% 
来場者数 12,090 12,902   13,895  13,677   14,869  +8.7% 

真空管アンプ、アナログレコードと高解像度ダウンロード音源の競演 

 ドイツ、ミュンヘン High End 2010 レポート 
 理事･本誌編集委員 森 芳久 
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尚、この来場者数には 1503 人の出展者パスによる入場者や報道関係者数は含まれておらず、

純粋にチケットを購入した入場者数である。またこの数字についてはドイツのショーの入場者数

を厳密にチェックする第三機関による厳正な数字である。入場者全員は入場時にチケットやパス

以外に特別な腕輪を付けることで正確なチェックが行われる。今年の来場者数 14,869 人の内訳

はチケット購入時の調査で業界関連者数が 3,849 人と分かっているので、差し引き 11,020 人が

純粋のオーディオユーザーと考えられる。これは非常に高い数字といってよく、ここではハイエ

ンドオーディオへの期待がまだまだ大きいといってよい。 
このハイエンド協会の管轄ではないが、全く同時期に市内の中央駅前のメリディアンホテルで

46 社のオーディオメーカーがサウンド・デモを行い、また別のホテルではスイスのハイエンド･

メーカーアンサンブルが独自のデモを行うなど、ミュンヘンはこの時期オーディオの街と化した。 
このように、ハイエンドオーディオ健全なりと見える半面、心配がないわけでもない。それは、

ここに集うメンバーの多くの顔ぶれが同じであることだ。同好の士が集まることは楽しいことで

あり、それを楽しみにここにやってくる人も多い。それ自体は大いに歓迎すべきことであるが、

若者や女性の姿が少ないことは、今のユーザーたちの老齢化とともにマーケットが収縮すること

を意味している。ハイエンド協会ではこうした傾向に対処するべく、楽しいイベントとして集客

に腐心している。例年行われている最新オーディオに関するセミナー、いくつもの生演奏のアト

ラクション、休憩場所やカフェテリアの充実などに加え、今年は主要ホテルから会場まで無料バ

スによる送迎サービスも実施された。 
確かに、このような企画やサービスは多とするものであろう。しかしながら、この「オーディ

オの楽しさ」を、いかに現代の若者たちに訴求していくのか、これが今、世界のオーディオ業界

が抱えている大きな問題であろう。これは我々がもう一度若者目線に戻って真剣に考えなければ

ならないところである。 
今年の大きな話題は、アナログレコードプレーヤーや真空管アンプが再び注目を集め始めたこ

とである。ドイツでは一昨年、アナログレコードが 100 万枚以上もの売り上げを達成し、アナロ

グレコードが単なるノスタルジックなものでなく、確実にその音質が再評価されていることがそ

の売り上げの伸びからも示された。また、真空管アンプの人気も衰えを見せず、むしろここ数年

は堅調に推移しているという。そして、このアナログレコードや真空管に興味を持つ若者が増え

ていると聞く。ここにオーディオの行くべき道のヒントが隠されていると考えるのは私だけだろ

うか。 
真空管アンプの持つあの独特の暖かい音質がヒーリング効果をもたらすのではという人もい

るが、確かに真空管の仄かに灯るあの雰囲気はソリッドステート･アンプとは一味もふた味も違っ

た趣であることは確かであろう。また、カートリッジにより顕著に音が変化するアナログレコー

ド。レコード再生の仕組みは人間的でありまさにアナログである。聴く度に確実に摩滅していく

針先やレコード音溝、そこには滅びに至る美
．．．．．．

があるといえる。永平寺の本堂には大きな擂粉木が

掲げられ、そこには「身を削り人に尽くせん擂粉木の、その味知れる人ぞ尊し」と謳われている。

アナログレコード、真空管、カートリッジまたしかり。それは一期一会の世界でもある。 
今回のショーでは、大勢の昔馴染と再会を祝し、また新しい友にも出会い、そして多くの音に

触れた。ミュンヘン･ハイエンドショー、そこはまさに一期一会の世界である 
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開場を待つ来場者の人、人、人・・・・。 
初日から早くも期待が高まる。 

 
 

 
 
 
 
 

パビリオン中の集いの広場。多くのオーディ 
オ仲間が久しぶりの再会に熱い話題で盛り上 
がる。世界中から集まった仲間は嬉々として、 
新しい音を、音楽を、そして機器に触れる。 
その表情はまるで少年のように明るい。 

 
 
 
 

 
アナログの雄、EMT の往年のプレーヤーと 
フォノイコライザーによるサウンド・デモ。 

 
 
 
 
 
 

 
イソフォンとオクターブのブースでもアナロ 
グレコードがメイン･プログラムソースとし 
て活躍。解説とサウンド・デモを担当するの 
は、その道の達人、トーマス･ヒンツェ氏。 
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今年も、多くの真空管ア

ンプが会場を賑わせた。 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
ターンテーブル設計の鬼才

ヨッヘン･レーケ氏率いる

ト ラ ン ス ロ ー タ ー 社 の

ARTUS。 
アームもカートリッジも 
無い状態で実に 118,000€ 

（約 1,440 万円）。 

満面の笑みを浮かべる彼の 

笑顔がその成功を物語る。 

 

 

 

 

このショーで人気の高いアナ

ログレコードの販売ブース。

ヨーロッパ各地から多くのレ

コード専門店が出展、ファン

垂涎の名盤を掘り出すのも大

きな楽しみだ。これを目当て

の来場者も多い。 
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（左）MBL のブースでも生演奏と CD の比較試聴が行われ観衆の人気を集めていた。 
（右）サイレントワイヤーのブースでもジャズ演奏が行われ、生音楽の雰囲気を 

忠実に伝える同社のケーブルのイメージアップを図っていた。 
 
 
昨年人気を博したサキソフォーン・シスターズ、

今年も陽気に会場を回り来場者を喜ばせた。 
このように、今年も会場のあちこちで多くの生

演奏が演じられ、音の祭典を盛り上げていた。 
 
 
 

（左）EBTB(Everything But The Box=スピーカーボックスか

らの決別)を社名とした、ブルガリアのドブレブ兄弟が志向す

る音とスタイルの調和。今年はホームシアターにも挑戦。（中

央）全面放射型スピーカーで独自の世界を築いた MBL今年は、

そ の コ ン セ プ ト を さ ら に 求 め や す い 価 格 帯 ま で 広 げ た

MBL126 MBL120 を発表。（右）音の放射理論を徹底的に追

求したティールのフラッグシップモデル CS3.7。ティール社長

のキャシー・ゴーニック氏（米オーディオ協会の重鎮でもある）

もこのショーのため本国のケンタッキー州から駆けつけた。 
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MOC の会場を離れ、同時期（5 月 6 日～8 日）に市内中央のメリディアンホテルで開催された

ハイファイデラックス展。46 ブランドが集まり、こちらも熱気を帯びた催しとなった。 
 

 
 
写真はリンデマンのブース。コンピュ

ータ上にハイレゾリューションでダウ

ンロードしたプログラムソースでのデ

モが好評を博していた。 
 
 
 
 

同社は優れた SACD/CD プレーヤーを開発して日本でも高い評価を受けているが、彼らは HDD
上にデータを書き込み読み出すことで、光ディスク再生時に起こる諸問題からの解放を目指して

いた。この方式は今回も大きなテーマとして取り上げられており、多くのハイエンドメーカーが

今注目をしている。既にスコットランドのリンが DS 方式として、光ディスクからの決別を宣言

しているが、この傾向は日本にも飛び火するのではないだろうか。 
  

真空管、アナログ･レコードがまだその存在感を示す中、デジタル技術にまた新しいパラダイム 
シフトが訪れているようだ。オーディオの将来と楽しみ、まだまだ組めども尽きないものである。 
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1. CCIR / ITU-R  

語で ”Comite’ Consultatif  
In

e 

 
 

Uを含む他の組織と合流し、1934年
IT

.2  録音関係のCCIR（322～327） 

1951年に磁気 
録

は郵政省傘下の

電

 

 

 
 
CCIR IECとの重複を避けるため、ある時期か
ら の決定はそのままCCIRに採用することに 
な

endation 408-3 Sound Recording on  

2.  
.1  IECの 概要 (328,329,330) 

nal Electrotechnical Commission、日
と訳されている。 

1.1 概 要 (321)   
CCIRはフランス
ternational pour la radio “ と呼ばれ、英語で 
は“Consultative Committee on International  
Radio” または “International Radio Consultativ
Committee” 、日本では「国際通信諮問委員会」と 
訳されている。無線通信に 関する標準化や勧告を 
行う機関で、衛星通信のような国をまたがる電波の

平等で経済的な割当てや、異なる方式の無線電波に 
よる相互干渉を防ぐための基準の制定なども行う。 
1927年に設立され、傘下に数々のStudy Groupを 
もっている。 

1932年、IT
U（International Telecommunication Union = 
国際電気通信連合)に吸収されて ITUの一部門とな 
り、1992年になってCCIRは ITU-R (Radio=無 
線通信部門)となった。 
 
1
録音関係ではIECに先立って、
音テープによるプログラム交換の必要から標準化

が進められ、1966年まで、CCIRとしての規格文書
の改訂が積極的に行われてきた。 
当時、日本のCCIR対応の委員会
波技術審議会に属し・第1部会・第８小委員会（放
送）・録音分科会（当時、主査、NHK：中島、1969
年からNHK; 松岡）が録音関係を対応していた（筆
者は。1967年頃から委員として参加）。 

 

 

 

 

 

「テープ録音機物語」 

 その5 き (2) 
―

阿部 美春 

0 特性標準化の動

 国際規格 ― 
あ べ よしはる

は

IEC
った。 
 1974年に発行された磁気録音関係の CCIR規格
はRecomm
magnetic tape（表50-1、項目のみ）と409-2 
Measurement of wow and flutter in recording 
equipment の2種類である。 

 
表50-1 磁気録音テープ関係のCCIR規格 

I E C 
2

Internatio
本では「国際電気標準会議」

電気工学、電子工学、および 関連した技術を扱う 
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国

際標準化機構）と共同で開発されている。 

と送電、

エ

。日本は最初の規約作

成

 

8 年、音響に関する専門の TC (Technical 
C されたのが TC29：
Ele

G1が独立し 

て ) 29A：Sound recording (録

規

格

.3  TC 60の設立 (330~334) 

て新たなTCを設立す

pplication of 
ed tems 

 

際的な標準化団体で、その標準の一部は ISO（国

IEC憲章で規定された標準化範囲は、あらゆる電
気/電子工学技術に及ぶ。具体的には、発電
レクトロニクス、磁気学と電磁気学、電気音響学、

マルチメディア、遠隔通信である。また、これらに

関連する分野として、用語と記号、電磁気的互換性、 
測定と性能、信頼性、設計と開発、安全性と環境へ

の配慮などが対象となる。 
IECは 1906年に 14ヶ国で設立され、現在では

130ヶ国以上が加盟している
から参加している。 
本部は当初、ロンドンにあったが、1948年にジュ
ネーブに移転した。 

 
2.2  TC 29の設立 (334)

195
ommittee)として設立

ctro-acoustics (電気音響)である。 
当初は直属の WG (Working Group)だけで構成
されていたが、1960年に、その中のW

SC (Sub Committee
音)となり、SC29B: Audio engineering (音響機器)
とに分割された。さらに TC 29 には、SC 29C：
Measuring devices (測定装置 )、SC 29D：
Ultrasonics (超音波)も追加設立されている。 
表50-2にSC 29A会議の開催状況を示す。 
TC 29に関し、日本国内は日本音響学会の音響
調査会・電気音響専門委員会（委員長：早大・伊

藤教授）が対応、SC 29Aは1961年3月に録音専
門委員会（委員長：NHK・中島、1963 年以降 松
岡）が設立された（筆者は1961年から参加）。 
 

2
 1966年、SC29Aは独立し
ることとなり、録画分野も加えてTC 60：Recording
（記録）がスタートし、その下に SC 60A: Sound 
recording (録音)とSC 60B: Video recording (録画) 

が設けられることとなった。 
さらに1972年、SC 60C: A
ucational or training equipment and sys

(教育・訓練機器及びシステム)が新たに加わった。

 表50-2 IEC SC29A / SC60A会議 
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SC 60Cは、その後1981年にスコープを拡大して

Audio visual systemsとして教育・訓練に留まらず
AVシステム・機器も扱えるようになった。 

 
2.4  IEC  Publication (329,330) 

WGまたは委員会に提案され、作成された原案は
文書あるいは会議を開いて審議を行い、順次、第                                初回の60A会議には日本からの代表は筆者(阿  部)

ひとりである。国際会議の経験はなく、言葉の問題

もあって、果たして代表の大役が務まるか不安であ

った。国内委員会(TC 60)・委員長の早稲田大学の伊
藤先生からは会議の雰囲気を見てくるだけでよいと

励ましの言葉をいただいた。 

2次案、第3次案と検討を進め、その結果、それが、
IEC Publicationとして公表するのに十分なまでの
意見の一致が得られた場合は、さらにすべての各国

委員会の承認を得るため、理事会の同意を得て中央

事務局から所定の手続きにより照会される。 
  所定の手続きを経て承認された規格は、IEC 
Publication として印刷され、各国委員会に対して
勧告される。 
  表50-3 に現在、60A 録音関係で発行されている
publicationを示す。 

 

2.5  SC60A-オスロ会議に参加 
 第1回SC60Aの会議が1968年11月4日から1
週間、ノルウエーのオスロ市で開催された。当初の

予定では前年3月にパリで開催されることになって
いたが、準備の関係で翌68年6月、オスロに変更
され、さらに遅れて雪降る11月になってしまった。 

幸い、弊社ドイツ駐在の営業所長、岩田澄男氏が

同行してくれることになった。氏はK大学法学部出
身の営業マンで、IECとは無関係だが、英語とドイ
ツ語が堪能であり、同伴してくれるだけでもたいへ

ん心強かった。 

表50-3 磁気録音テープ関係のPublication 
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11月初旬のオスロは高緯度のため、朝明るくなる
のが 10時頃、午後は 3時になると暗くなる。オス
ロに着いたのが会議前日の日曜日夕刻、辺りはすで

に暗く、気温は低く、前日降った雪で足をとられな

がらホテルにたどりついた。あまりの寒さでホテル

につくやバーに飛び込み、ウイスキーを所望したと

ころ、日曜日は「聖なる日」でハード・リカーは飲 

ましてくれない。ワインかビールならOKとのこと
であった。 
早速、会議場の事務局に行き登録をすまし、テー

ブルに並べてあった関係書類をピックアップしたと

ころ、20cm ほどの厚みになってしまった。小生の
場合は全書類、初めて見る文書ばかりで、本来なら

ほとんどの文書が会議に先立ち,各国に配送されて
いるはずである。日本には通産省工技院まで船便郵

送であったため、小生が日本を発つ前には受け取る

ことができなかった。 
とにかく夕食は簡単にすまして、早々に部屋にも

どり、配布文書に目を通しておかなければならない。

全文書を読み終わったのが夜中の２時になってしま

った。 
会議は議長の選出*2、議長と事務局のあいさつに
始まった。議長のあいさつのなかで、遠路、極東の

(Far east)日本から参加してくれたことへの、感謝の
言葉があった。 
会議参加国は11、出席者は約25名、人数も少な
く、米国代表とわれわれを除いて委員全員が欧州各

国の代表、SC29A 以来の古くからの顔ぶれという
こともあって和気あいあいの雰囲気であった。 
会議は予め配布されていた議題にしたがってすす

められた。 
会議中、議題がPublication 94のxx頁といわれ
たとき、小生手持ちのPublication 94はすでに古く、
頁も変わっていた。戸惑っていた小生に隣の席にい

たオランダの代表が親切に自分の文書を一緒に見せ

てくれた。また、事務局に話して購入の手続きもし

てくれた。 
会議の公用語は英、仏、露、すなわち第二次大戦

の戦勝国に限定されていた。当時、フランス代表は

聴くのは英語で、話すのは故意なのかフランス語、

議長がわざわざ英語に直していた。ソ連代表はロシ

ア語で話してよいのであるが、ロシア語は通用せず、

ソ連代表はドイツ語で話し、これを議長が英語に直

すとことで了承された。 
議題の中に周波数特性範囲の規格があった。 
ドイツから提案されていた規格に対し、ソ連代表か

らシビア過ぎて現実的でないとの意見がだされた。

これに対し、ドイツ代表からこの数値は決してきつ

くない。暗にソ連の技術レベルが低いといわんばか

りであった。そこでソ連代表の反論が振るっていた。

「われわれの使っているテープレコーダーはドイツ

製だよ」。 
予定議題が順調に消化され、予定より１日繰り上

がって金曜日夕刻で会議は解散した。 
小生にとってはどれも新しい経験ばかりで、緊張の

連続であった。途中、いくつかの質問が日本に対し

てあったが、無事、代表としての役を終えることが

できた。 
半日、タンバーグ社のテレビとテープレコーダー 

の工場、そして研究所の見学があり、ある夜はノル

ウエー政府主催の晩餐会など、結構、リラックスす

る時間があった。 
他に会議の報告事項やエピソードは多々あるが、

紙面の都合もあり、別の機会に譲ることにする。 
今回は、初回でもあり、今後,継続的に毎回数名の
参加ができれば貢献の仕方も変わってこよう。 

1976年まで日本からは1～2名の参加であったが、
1978年のブダペストでは5名が参加、以降、毎回5
名以上が参加するようになった。 
 
注*2  SC60A 議長はドイツ・放送研究所のH.シ－
ザー氏（Dr. H.Schiesser）が推選された。 
帰国後、ある文献で偶然に知ったのだが、シー

ザー氏は戦時中ドイツの軍用テープレコーダー、

トンシュライバー（本物語その 3、4 項参照）の
開発責任者であった。また、戦時中、上司に隠れ
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てステレオのヘッドを試作し、ステレオの録音実

験を始めていたそうである（本物語その4参照）。 
終戦時ソ連に没収され、戦後返却されたドイツ

の録音テープの中にステレオ録音が入っていた

（本物語その4参照）。 
IEC会議のあと、シーザー氏のご好意でハンブ
ルグに立寄り、放送研究所を見学することができ

た。このとき、氏の業績を知っていれば、マグネ

トホンの話を詳しく伺うことができたのにと、未

だに後悔している。 
 

2.6  SC60A ブダペスト会議 (337) 

 60Aには1968年、初回のオスロ会議以降、日本
からは 1～2 名の代表が辛うじて代る代る出席し、
会議の雰囲気や歴史的背景を知ることはできたが、

決して積極的な会議参加とは言えなかった。 
 1978年になって、ようやく国内の関心も高まり、
この年のブダペスト会議 (336) に日本からは 60A 会
議始まって以来の多数（5 名）の参加であった。並
行して開かれる WG 会議にも専門的に分担参加が
できた。 
 会議は予定議題に従って、かなりの速さで審議が

進められ、時には日本の意見を求められる場面が何

回かあり、中には翌日まで日本回答を待って決議す

るという例もあった。 
議長、事務局、一部の代表など日本に対する気遣

いはかなり大きく、IECにおける日本の地位向上を
改めて認識させられた。 
ブタペスト会議以降、18か月ごとに開かれる60A
会議はもとり、中間で開かれるWG会議の参加によ
って、かなりの日本意見をIECに反映できるように
なった。また世界一のテープレコーダー生産国とし

ての日本に対する各国の期待も大きいはずである。 
1987年、60A議長に就任したW.アンドリーセン
氏 (BASF 社) は頻繁に来日し、機会あるごとに日本
の国内委員会に参加し、積極的に日本との意見交換を

行った。 
 

2.7  SC 60A国内委員会 (332～346) 

60A 国内対策員会は当初、（社）日本音響学会・
規格調査委員会の録音専門委員会（委員長；松岡、）

幹事；阿部）が担当していたが、1993年度からEIAJ
が事務局を担当することとなった。国内委員会は、

EIAJ、（社）日本レコード協会、（社）日本磁気記録
メディア工業会、NHK、（社）日本民間放送連盟、
（財）電波技術協会、録音録画協議会などのメンバ

ー及び各専門家の参加を得て構成されている。 
 具体的な文書審議等は、EIAJ・オーディオ技術委
員会及び国内委員会直属のプロ用 WG 等が対応し
ている。 
 
2.8  SC 60Aの経緯と新しい動き(332～346) 
 SC 60Aを中心とした動き（経過）は 表50-2と
同50-3に、当時（1990年頃）WGにあった規格類
は表50-4 *3に示すとおりである。 

SC60Aは、SC29Aに始まって 1960年代はディ
スクレコード規格の集大成とテープ録音の規格作 
り、1970年代はカセットを含むアナログ・テープ録
音規格の集大成、そして 1980年代に入って活動の
中心はディジタル録音関係に移った。PCM アダプ

ター、CD，DAT、業務用ディジタルテープレコー
ダーなど、その多くは日本からの提案によって標準

化が進められ、規格化されている。 
1960年代の日本は勉強の時代、1970年代は参加
の時代、そして 1980年代に入って貢献の時代とな
った。まさに世界第一の録音機の開発生産国となっ

た我が国の産業構造とマッチしたひとつの流れを

経てきた。1992 年から TC60 の幹事国を日本が担
当することとなった。  

SC 60Aの分野では、その後DCC, MD等 の登
場で、新しい圧縮技術が話題になってきた。 
しかし、記録メディアの場合、多くのシステム規

格はデファクト*4で作られ IECでは登録するだけ 
の傾向が強まっており、ディジタル化と共にその 
傾向が著しくなってきた。 
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一方ディジタル化と共に情報や通信との関係も 
密になってきており、これからのSC-60Aの活動の
方を再検討すべき時にきていた。 
 
注*3 表中の SC60A 関係 WG の主査はそれぞれ、

WG:16：相馬（東通）、WG17：小坂 (松下)、 
WG20：川野（ソニー）等日本からの代表が 
担当している。 

注*4 De Facto Standard：JISなどの公的機関による
標準ではなく、市場競争により、事実上その業界

で受け入れられている標準をいう。 
 

2.9  TC 84の設立 (334, 343 )  

一方 SC 29B も、オーディオ機器からオーディ
オ・システム、さらにディジタル化に伴うシステム

へと拡大し、1982年、TCへの昇格が討議された。 
その結果、スコープが重複してきたSC 60Cと合
併して新しくTC 84: Equipment and systems in 
the field of audio –visual engineering (AV機器・シ
ステム)となった。 
このように TC 29 でスタートしたオーディオ機
器・システム分野の標準化活動は、いくつかの変遷

を経て、後にTC 60 / SC 60AとTC 84を中心とし
た活動になっており、30年もの年月が経過したこと
になる。 
 表50-4にTC84のWGの構成（1990年頃）を示
す(331)。 
 
2.10  TC 100の設立 (349~352) 

IEC でも新しい技術に対応する組織の見直しが
進められていた。この動きに沿う方向で SC12A(受
信機),TC60（記録）,TC84（AV機器）の 3委員会
の統合が進行し、SC 12A, TC 60, TC 84をそのまま
SC とし、その上にこれら SC を統合する親委員会
を設立する形が提案された。 
新親委員会はTC100となり、名称はAudio ,video 

and multimedia systems and equipment“ となっ 
 

表50-4 SC60A / TC84 のWG 
 
た。今後のディジタル技術を前提としたオーディオ、

ビデオ、マルチメディア・システム及び機器の技術 
分野に関連する国際標準化を行う IEC委員会の設
立である（1995年）。 

TC100は、民生用分野、業務用分野の機器の性能 
及び、マルチメディア・システムの応用、システと

機器間のインターオペラビリティなどの規格も推進

する。 
 国内員会は、JEITA （電子情報技術産業協会）
*5が運用しており、委員長は安田 浩教授(東京電機
大学)が勤めている。 

TC100は、11のTA (Technical Area)、TC直轄
PT (project  Area),AGS (戦略諮問会議)、AGM (運
営諮問会議)及び規格の保守を担当する GMT
（General Maintenance Team）から構成されて 
いる。 
 TAは他のTCにおけるSC（Sub Committee）に
相当する複数のTA (技術領域)から成り、迅速かつ柔
軟の対応できる組織運営を行っている。現在、TA
としては表50-5に示すTAがあり、各分野に対して 
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業界共通のインフラ作りの規格化に取組んでいる

*6。 

表50-5 IEC TC100 – TAの種類 
 
各分野での主力開発は日本が中心となっているた

め、必然的に技術力のある日本が、各TAの役員、
PLを多く引受けており、日本からの規格化提案は、
全体の50%以上を占めている。幹事国は日本が引き
受けており、名実ともに中心的役割を果たしている。 
  
注*5 JEITA: 2000年 11月に日本電子工業振興協会
（JEIDA）と日本電子機械工業会（EIAJ）が統
合して誕生した。 

注*6  TA のうち、新しい TA11 はオーディオ、ビデ
オの再生品質を扱うTAであり、日本提案で2007
年10月に設立され、国際議長に由雄淳一氏（パイ
オニア、AES  Standard Committee, Vice 
Chair）が就任した (352)。 

 
3.  I S O (330) 

International Organization for Standardization、
略称 ISO（国際標準化機構）は電気分野を除く工業
分野の国際的な標準である。 
活動停止にあった万国規格統一協会（ISA）を発
展させ 1947年に設立。本部はスイス・ジュネーブ

にある。日本は日本工業標準調査会（JISC）が1952
年に加盟した。 
いくつかの技術委員会のうち、“TC97 (情報分野)
については IEC（国際標準電気会議）と標準化の範
囲が重複するので、標準化活動を IECと合同で行う
こととし。1987 年改組されて ISO/IEC JTC1 と
なった。また、電気分野の標準化は ISOでは行わず、
もっぱら IECによって策定される。 
音響関係の ISOは、TC43 Acoustics に属し、音
響測定やバンドパス・フィルター等に使用する周波

数は266-Accoustics-Preferred frequencies で規
定している(表50-6参照) (353)。 

表50-6 ISOで推薦する使用周波数 
 

【参考文献】 
(321 ) ”ITU-R”  Wikipedia 

http://en.wikipedia.org/wiki/ITU-R 
(322)  CCIR Study Group, Japan Document X/  

Proposed Amendment  of Recommendation 
261-1 , (1969) 

(323)  電波技術審議会録音分科会議事録 （69.2.6） 
(324)  電波技術審議会録音分科会議事録（69.12.11） 
(325)  261-1 
       Standard of sound recording for the 

34 



 
 
 
 

35 

JAS Journal 2010 Vol.50 No.5（7月号） 

international exchange of programmes 
Single-track recording on magnetic tape 

     (1951-1953-1956-1966) 
(326)  CCIR Recommendation 264-1 
        International exchange of monochrome 
        Television programmes on film 
        (1956-1959-1961-1966) 
(327)   CCIR Recommendation 409-1 
       Measurement of wow and flutter in 

recording equipment and in sound 
reproduction 

       (1956-1963-1966) 
(328)  「国際電気標準会議」Wikipedia  
(329)  （財）日本規格協会「IEC事業概要」（1994.03） 
(330) 吉川昭吉郎「音響に関する工業規格とその審議

組織について」日本音響学会誌、48巻5号(1992) 
(331)  狩野政男「民生機器分野における国際標準化へ

の課題」日本電子機械工業会、第 27回電子工
業技術大会資料（1990.10）  

(332)  岩下隆二「オーディオ及びAV機器・システム
における国際標準化の現況」社）日本電子機械

工業会、第 27 回電子工業技術大会資料
（1990.10） 

(333)  阿部美春「IEC 各委員会の活動状況(12)- 
SC60A(録音・再生)」（電子）,（社）日本電子
機械工業会（1986.04） 

(334)  岩下隆二「IEC・SC60A（録音規格）の内容と
現状、JAS Journal1990年8月号(1990-08) 

(335)  松岡 進「IEC SC60Aミュンヘン会議出席報
告」日本音響学会誌29巻12号(1973.12)) 

(336)  狩野政男「IEC SC60Aパロアルト会議出席報
告」日本音響学会誌36巻1号（1979.12） 

(337)  阿部美春「IEC TC60 SC60A(録音)ブダペスト
会議出席報告」日本音響学会誌34巻8号 

   （1978） 
(338)  EIAJ「IEC TC60?SC60A 東京会議報告書」日

本音響学会、日本電子機械工業会(1982.10) 
(339)  吉川昭吉郎、阿部美春「IEC TC６０フランク

フルト会議（1984）報告」日本音響学会誌 41
巻1号（1985） 

(340)  吉川昭吉郎、狩野政男「IEC TC60, SC60A, 
SC60B 北京会議報告」JAS Journal、’ 88-2 

        号(1988) 
(341)  吉川昭吉郎、狩野政男「IEC TC60 パリ会議報

告」JAS Journal、‘89-5月号（1989） 
(342)  吉川昭吉郎、狩野政男「IEC TC60 パリ会議報

告」日本音響学会誌45巻7号（1989） 
(343)  岩下隆二「IECニュース(VOL.10)・TC/SCの

紹介・SC60A 録音分科員会」（社）日本電子
機械工業会（1993.04） 

(344)  EIAJ「IEC TC60/SC60Aロッテルダム会議報
告書」日本音響学会、日本電子工業会(1992.06) 

(345)  EIAJ「IEC TC60/SC60Aブカレスト会議報告
書」日本電子機械工業会(1994.04) 

 (346)  EIAJ「IEC TC60/60A ハーグ会議報告書 
日本電子機械工業会(1995.11) 

 (347)  IEC Publications 94,94A,94B and 94-1~ 
94-11  “Magnetic tape sound and 
reproducing systems 

(348)  IEC Publication 386  
“Method of measurement of speed 
fluctuations in sound recording and 
reproducing equipment”   

(349)  柴田明一「IECニュース(VOL.15)・TC/SCの
紹介・SC12A,TC60,TC84 の統合について」
（社）日本電子機械工業会（1995.04） 

(350) 「IEC/TC100ソウル会議の報告」JETIA 
Review 、電子情報技術産業協会（2005.01） 

(351) 「IEC/TC100 ベルリン会議の報告」JETIA 
Review、電子情報技術産業協会 (2006.12) 

(352)  「APC News 83号」(財)日本規格協会、(2008.04) 

(353)  ISO 266 “Acoustics-Preferred frequencies” 
Revision of first edition ISO266:1975 
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5月度理事会・第83回運営会議報告 月度理事会・第83回運営会議報告 

  
  
  
  

  
  
平成22年6月10日 13時30分より銀座ブロッ
サムにおいて正会員345名中307名の出席（委任状
提出会員を含む）のもとに平成 22 年度日本オーデ
ィオ協会通常総会が開催され、引き続き来賓も参加

された懇親会が開催されました。 

平成22年6月10日 13時30分より銀座ブロッ
サムにおいて正会員345名中307名の出席（委任状
提出会員を含む）のもとに平成 22 年度日本オーデ
ィオ協会通常総会が開催され、引き続き来賓も参加

された懇親会が開催されました。 
  

通常総会議事 通常総会議事 
総会においては次の7議案が上程され承認されま
した。それぞれの内容は本号の協会事業関連資料集

に掲載しましたのでご覧下さい。 

総会においては次の7議案が上程され承認されま
した。それぞれの内容は本号の協会事業関連資料集

に掲載しましたのでご覧下さい。 
第 1号議案「平成21年度事業報告の承認を求める件」 第 1号議案「平成21年度事業報告の承認を求める件」 
第 2号議案「平成21年度決算報告の承認を求める件」 第 2号議案「平成21年度決算報告の承認を求める件」 
第 3号議案「平成22年度事業計画の承認を求める件」 第 3号議案「平成22年度事業計画の承認を求める件」 
第 4号議案「平成22年度収支予算の承認を求める件」 第 4号議案「平成22年度収支予算の承認を求める件」 
第 5号議案「役員改選の承認を求める件」 第 5号議案「役員改選の承認を求める件」 
本年は役員の定期改選の年にあたり、理事 27 名
と監事2名の重任と理事3名を新任する改選案が諮
られ承認されました。 

本年は役員の定期改選の年にあたり、理事 27 名
と監事2名の重任と理事3名を新任する改選案が諮
られ承認されました。 
新任理事  新任理事  
袴 俊雄（ビクターエンタテインメント株式会社） 袴 俊雄（ビクターエンタテインメント株式会社） 
小嶋 康（ラックスマン株式会社） 小嶋 康（ラックスマン株式会社） 
杉田 卓也（パナソニック株式会社） 杉田 卓也（パナソニック株式会社） 

第 6号議案「一般社団法人への移行に伴う定款案等の
承認を求める件」 

第 6号議案「一般社団法人への移行に伴う定款案等の
承認を求める件」 

平成20年12月に施行された新公益法人制度に基
づき、現在の社団法人は平成 25 年までの間に定款
を変更して一般社団法人または公益社団法人に移行

することが求められています。 

平成20年12月に施行された新公益法人制度に基
づき、現在の社団法人は平成 25 年までの間に定款
を変更して一般社団法人または公益社団法人に移行

することが求められています。 
日本オーディオ協会では今まで理事会で検討を重

ね、より迅速で自由な活動が可能な一般社団法人に 
日本オーディオ協会では今まで理事会で検討を重

ね、より迅速で自由な活動が可能な一般社団法人に 
移行することで準備を進めてきました。 移行することで準備を進めてきました。 

  J A S  I n f o r m a t i o n 
  

  
  
  
  
総会に先がけ会員の皆様にお送りした定款案と一

般社団法人に移行したときの新役員案が本総会で審

議され承認されました。この内容を持って内閣府へ

移行の申請を行ないます。 

総会に先がけ会員の皆様にお送りした定款案と一

般社団法人に移行したときの新役員案が本総会で審

議され承認されました。この内容を持って内閣府へ

移行の申請を行ないます。 
合わせて公益目的支出計画案について説明し、ご

了解をいただきました。 
合わせて公益目的支出計画案について説明し、ご

了解をいただきました。 
なお定款案について会員の皆様からお寄せいただ

いたご質問についての回答を本号の協会事業関連資

料集に掲載しましたのでご覧下さい。 

なお定款案について会員の皆様からお寄せいただ

いたご質問についての回答を本号の協会事業関連資

料集に掲載しましたのでご覧下さい。 
第 7号議案「新会費徴収基準の承認を求める件」 第 7号議案「新会費徴収基準の承認を求める件」 
現行の｢入会金及び会費規則｣では法人会員の会費

算定基準は株式１部上場、２部上場、店頭公開、株

式非公開を基準に決められており実際の会員各社の

実情にそぐわなくなってきているため、上場基準に

代わりAV売上を基準に改めることになりました。 

現行の｢入会金及び会費規則｣では法人会員の会費

算定基準は株式１部上場、２部上場、店頭公開、株

式非公開を基準に決められており実際の会員各社の

実情にそぐわなくなってきているため、上場基準に

代わりAV売上を基準に改めることになりました。 
合わせて個人会員の会費改定、シニア会員の年令

変更、学生会員の新設など、これからの日本オーデ

ィオ協会のあり方に沿った形に変更する新「入会金

及び会費規則」が上程され承認されました。 

合わせて個人会員の会費改定、シニア会員の年令

変更、学生会員の新設など、これからの日本オーデ

ィオ協会のあり方に沿った形に変更する新「入会金

及び会費規則」が上程され承認されました。 
個人会員については協会イベントへの参加料の割

引等の会員メリットについて検討を進めていること

が説明されました。新会費は新規入会者については

本年総会後からとし、現在の会員の方は平成 23 年
度の会費徴収の時から対応していただくこととなり

ました。 

個人会員については協会イベントへの参加料の割

引等の会員メリットについて検討を進めていること

が説明されました。新会費は新規入会者については

本年総会後からとし、現在の会員の方は平成 23 年
度の会費徴収の時から対応していただくこととなり

ました。 
なお今後個人賛助会員は学生会員とし、新規のネ

ット賛助会員の募集は行なわないことになりました。

従来のネット賛助会員の方については現在の JAS
ジャーナル閲覧サービスを継続していきます。 

なお今後個人賛助会員は学生会員とし、新規のネ

ット賛助会員の募集は行なわないことになりました。

従来のネット賛助会員の方については現在の JAS
ジャーナル閲覧サービスを継続していきます。 
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6月度理事会議事 

総会に続いて、理事 26 名（委任状含む）が出席
し6月度理事会が開催されました。 
 
第 1号議案「会長、副会長、専務理事選任の件」 
定款第 12 条に従い、理事の互選により会長、副
会長の選任が行なわれ、校條亮治氏を会長に、加藤

滋氏、杉田卓也氏を副会長に選出しました。なお専

務理事は校條会長が引き続き兼務することとなりま

した。 
第 2号議案「新会員の承認を求める件」 
平成22年5月26日以降6月9日までの間に入会
された個人正会員2名の入会が承認されました。 
第 3号議案「一般社団法人への移行申請時の会長選任

の件」 
一般社団法人に移行時の最初の代表理事を互選し

た結果、校條会長を代表理事として申請することに

なりました。 
 

懇親会 
通常総会並びに6月理事会終了後、経済産業省商
務情報政策局情報通信機器課長 吉本豊様、情報家

電戦略室長 関根久様、同課電機用品係長 渡部祐

太様を来賓にお迎えして懇親会が開かれ出席会員間

の交流を深めました。 
校條会長から会長就任二期目にあたる挨拶の後、

ご来賓を代表して経済産業省吉本課長より今秋の音

展の成功を期待する旨のご挨拶があり加藤副会長の

ご発声で乾杯が行なわれました。 
続いて今夏から予定されている「デジタルホーム

シアター取り扱い技術者資格認定制度」の紹介がデ

ジタルホームシアター普及委員会、鈴木弘明委員長

（株式会社ソナ）から行なわれ、協会の新しい取り

組みに関する意気込みをパンフレットとテキストを

交えて紹介しました。 
 
 

 
5月度理事会・運営会議議事 

平成22年5月26日に総会前の理事会・運営会議
が理事 27 名（委任状含む）の出席のもと日本オー
ディオ協会会議室で開催されました。 

 
5月理事会議事 

第 1号議案「平成 21 年度事業報告案の承認を求める
件」 

第 2号議案「平成 21 年度収支決算案の承認を求める
件」 

第 3号議案「平成 22 年度修正予算案の承認を求める
件」 

総会に先立ちこれらの議事の審議が行なわれ通常

総会に諮ることが承認されました。 
第 4号議案「新会員の承認を求める件」 
次の3団体の入会が承認されました。 
社団法人インテリア産業協会 

会長：  加藤 知成 
所在地： 新宿区新宿3-13-5 
事業内容：インテリアコーディネーター等

の人材育成事業等 
一般社団法人モバイル・コンテンツ・フォーラム 

代表理事：小川 善美 
所在地： 渋谷区東3-22-8 
事業内容：モバイルコンテンツ関連産業の

健全な発展の為の各種業界サポート 
ソフト・ハード経営研究会 

代表世話人：渡邉 哲純 
所在地： 杉並区清水1-14-3-102 
事業内容：ソフトメディアの普及・研究 

第 5号議案「役員改選の承認を求める件」 
29名の理事と2名の監事の重任に加えて、次の役
員交代が承認されました。 
（新任） 杉田 卓也（パナソニック株式会社） 
（退任） 徳田 充彦（パナソニック株式会社） 
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第 6号議案「一般社団法人への移行にともなう定款変

更案等の承認を求める件」 
本案を通常総会に諮ることが承認されました。 

 
第 7号議案「新会費徴収基準の承認を求める件」 
本案を通常総会に諮ることが承認されました。 

 
第83回運営会議 

（１）一般社団法人移行に伴う公益目的支出計画に

ついて 
（２）デジタルホームシアター取り扱い技術者資格

認定制度について 
 以上が審議され了承されました。 

通常総会             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

懇親会 校條亮治会長挨拶 
 
 

 

 

協会事業関連資料集 
 通常総会で承 資料集です。 

1  平成21年度事業報告書 

 
意見に対する回答 

 

懇親会 

 

    懇親会 吉本豊課長様ご挨拶 

認された議案に関する

 
・

・2  平成21年度収支計算書 
・3  平成22年度事業計画書 
・4  平成22年度収支予算書 
・5  平成22年度役員名簿 
・6  平成22年度協会組織図
・7  新定款に関する質問並びに
・8  会費制度の改訂 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

38 



 
 
 

39 

JAS Journal 2010 Vol.50 No.5（7月号） 

  

協会事業関連資料集 1 
21年度事業報告書 

成21年4月1日から平成22年3月31日まで） 

社団法人 日本オーディオ協会は、オー

･ビジュアルシステム（以下オーディオ等）における文化の

発

ら

であります。 

 

関するソフト、ハード、視聴環境

で） 

社団法人 日本オーディオ協会は、オー

･ビジュアルシステム（以下オーディオ等）における文化の

発

ら

であります。 

 

関するソフト、ハード、視聴環境

平成
（平

  
  
  
  

ディオ及び ー ィディオ及び ー ィオ デオ デ

オオ

展と産業の振興をはかるために、平成 21年度においては、

プロの匠とマニアのこだわり、そしてビギナーの憧れの融合、

携帯オーディオとホームオーディオの融合、２chオーディオ

とサラウンド・サウンドの融合、デジタル技術とアナログ技

術の融合の「四つの融合」を活動の柱として、デジタルホー

ムシアター普及委員会、第三世代オーディオ普及委員会、生

録普及委員会、モバイルオーディオ推進協議会およびサラウ

ンド･サウンドWG等を推進することにより、新しいオーディ

オ等の文化と市場を創造する普及･啓発活動を行いました。 

また平成22年度の法人制度改革にむけて、事業・財政検討

委員会を通じて協会の財政体質改善に関する検討を行い、さ

展と産業の振興をはかるために、平成 21年度においては、

プロの匠とマニアのこだわり、そしてビギナーの憧れの融合、

携帯オーディオとホームオーディオの融合、２chオーディオ

とサラウンド・サウンドの融合、デジタル技術とアナログ技

術の融合の「四つの融合」を活動の柱として、デジタルホー

ムシアター普及委員会、第三世代オーディオ普及委員会、生

録普及委員会、モバイルオーディオ推進協議会およびサラウ

ンド･サウンドWG等を推進することにより、新しいオーディ

オ等の文化と市場を創造する普及･啓発活動を行いました。 

また平成22年度の法人制度改革にむけて、事業・財政検討

委員会を通じて協会の財政体質改善に関する検討を行い、さ

に役員推薦委員会を設立し、法人制度改革に伴う役員の定

数削減を含む定款変更に盛り込む諸内容について検討を進め

ました。 

平成21年度に実施した主たる事業は、定款第4条各号に沿

い次の通り

に役員推薦委員会を設立し、法人制度改革に伴う役員の定

数削減を含む定款変更に盛り込む諸内容について検討を進め

ました。 

平成21年度に実施した主たる事業は、定款第4条各号に沿

い次の通り

（第１号）オーディオ等に（第１号）オーディオ等に

の調査及び研究 

の実態調査を行なうことで健全なホームシ

ア

利用してホ

ー

デジタルホームシアター普及委員会においてユーザーのス

ピーカー設置環境

ター普及に向けた基礎調査を実施しました。 

また関係団体と共同でモバイルオーディオ推進協議会

（MAPI）を設立。携帯端末からブルートゥースを

ムオーディオで音楽再生を行なうときの問題点の調査、検

討を行い関連部門間における技術問題の解決を目指す活動を

行ないました。 

（第２号）オーディオ等に関する普及および啓発 

(社)電子情報技術産業協会（JEITA）と協調し5月1日の「サ

体感視聴

会

各社の協力により各地で開催し

ました。「オーディオ＆ホームシアター展 inAKIBA（音展ア

ラウンドの日」に全国各地での「サラウンドの日」

を開催しました。「音の日」には｢音の匠」を顕彰し、「音の 
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日 聴体験キャンペーン」も視

キバ）」では協会主催のモバイル＆ブロードバンドコーナー、

1ビットオーディオコーナー、生録体験! ライブレコーディン

グを実施しました。また、青少年向けの啓発活動を音展アキ

バ及び横浜市において開催しました。 

（第３号）オーディオ等に関する基準の作成 

オーディオエンジニア及び一般カスタマーに向け、再生音

ました。 

（

の評価や測定に役立つCD、DVD等の頒布を行い

第４号）オーディオ等に関する情報の収集及び提供 

メール配信の会報JASジャーナル特集号4冊、通常号4冊

を発行しました。JASホームページは年間約20万ページビュ

ー、サラウンドWebは年間44万ページビューの利用があり

ました。サラウンドWebは平成22年4月よりホームシアタ

ーサウンドWebと改定しホームシアターに興味のあるお客様

に具体的な情報を提供するサイトとしてリニューアルする準

備を進めました。 

（第５号）オーディオ等に関する展示会開催 

「オーディオ＆ホームシアター展 inAKIBA（音展アキ

富士ソフト、

U

（

バ）」を平成21年11月13日～15日に秋葉原

DX及び周辺店舗、各社ショールームにて開催し、多くの

ユーザーにオーディオ等の最新情報と視聴体験機会を提供

しました。 

第６号）オーディオ等に関する人材の育成 

販売従事者、インストーラー等に役立つデジタルホーム

成のためのア

ド

（

シアター構築のガイドライン作成と人材の育

バイサー制度開設にむけてデジタルホームシアター普及

委員会で検討を始めました。 

第７号）オーディオ等に関する内外関係機関等との交流及

び協力 

第16回日本プロ音楽録音賞を関連団体と共催し、「音の

日」に 4部門 10作品の制作技術者およびベストパフォー

マーを表彰しました。 
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協会事業関連資料集 2 
平成 21年度収支計算書 

（平成  

  

21年4月1日から平成 年3月31日まで）22 
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協会事業関連資料集 3 
 平成22年度事業計画書（抜粋） 

社団法人日本オーディオ協会は、今年で創立 58
年

体制作りと体力づく

り

普遍的な公益性を残し、一般社

団

員

止

よ

う

）デジタルホームシアター普及委員会 
音のある

ホ

 

従事者、設計士、工事士、インストーラーなどを中

心に教育システムを構築し資格認定制度を始めます。 

モバイルオーディオ推進協議会（MAPI）技術部
を可能にする

標

討していき

ま

ト普及委員会 
今期よりソフト・ハード経営研究会と協力して、

せない良質なソフトの普及

認

生録文化創造を目指し、初級者育成と音楽や楽器

展示会会場に加え定期的な生

録

示会実行委員会 
前期より開催した秋葉原での展示会をさらに目的

体との共催を視野にタイト

ル

社団法人日本オーディオ協会は、今年で創立 58
年

体制作りと体力づく

り

普遍的な公益性を残し、一般社

団

員

止

よ

う

）デジタルホームシアター普及委員会 
音のある

ホ

 

従事者、設計士、工事士、インストーラーなどを中

心に教育システムを構築し資格認定制度を始めます。 

モバイルオーディオ推進協議会（MAPI）技術部
を可能にする

標

討していき

ま

ト普及委員会 
今期よりソフト・ハード経営研究会と協力して、

せない良質なソフトの普及

認

生録文化創造を目指し、初級者育成と音楽や楽器

展示会会場に加え定期的な生

録

示会実行委員会 
前期より開催した秋葉原での展示会をさらに目的

体との共催を視野にタイト

ル

 （平成22年4月1日から平成2 年3月31日まで） で） 3  

  
  
  
  
  
  

を数えます。2年後に創立60周年を迎える今期を
｢創立の原点｣として捉え、｢変化｣と｢不変｣を基本に

｢感性価値の創造｣を事業と活動の柱に据え、来る60
周年に備えたいと考えます。 
その一環としてまず協会の｢

を数えます。2年後に創立60周年を迎える今期を
｢創立の原点｣として捉え、｢変化｣と｢不変｣を基本に

｢感性価値の創造｣を事業と活動の柱に据え、来る60
周年に備えたいと考えます。 
その一環としてまず協会の｢

｣を行ないます。｢豊かなオーディオ文化を広め、

楽しさと人間性にあふれた社会を創造する｣との基

本ビジョンと感性価値創造の為の活動の強化、理事

会機能の強化、委員会機能の強化、事務局機能の強

化を推進します。 
また当協会の持つ

｣を行ないます。｢豊かなオーディオ文化を広め、

楽しさと人間性にあふれた社会を創造する｣との基

本ビジョンと感性価値創造の為の活動の強化、理事

会機能の強化、委員会機能の強化、事務局機能の強

化を推進します。 
また当協会の持つ

法人に移行するための定款変更を行ないます。内

容は極力現定款を踏襲しながら会員資格、理事会の

性格と人数、役員選出の方法などで新たな考えを導

入します。合わせて会費基準の見直しを行ないます。 
これには現実から乖離した上場基準による法人会

法人に移行するための定款変更を行ないます。内

容は極力現定款を踏襲しながら会員資格、理事会の

性格と人数、役員選出の方法などで新たな考えを導

入します。合わせて会費基準の見直しを行ないます。 
これには現実から乖離した上場基準による法人会

会費基準をAV売上高に変更します。個人会費に
ついては広く浄財を求める必要から値上げをお願い

することとします。個人会員のメリットを充分に作

るためサービス機能の強化を検討していきます。 
定款変更とともに役割を終えた委員会・会議の廃

会費基準をAV売上高に変更します。個人会費に
ついては広く浄財を求める必要から値上げをお願い

することとします。個人会員のメリットを充分に作

るためサービス機能の強化を検討していきます。 
定款変更とともに役割を終えた委員会・会議の廃

と必要な委員会・会議の新設を行ないます。 
平成 22 年度の推進組織毎の事業計画は以下の
と必要な委員会・会議の新設を行ないます。 
平成 22 年度の推進組織毎の事業計画は以下の
になります。 

 
になります。 

 
１１

国内固有の住宅事情を配慮した、良質な国内固有の住宅事情を配慮した、良質な

ームシアターを普及すべく、ガイドラインの設定

と普及に携わる人材の育成を進めます。今期中にガ

イドラインの設定とともに、資格認定制度を導入し

メーカー社員、インテリアコーディネーター、販売 

 

ームシアターを普及すべく、ガイドラインの設定

と普及に携わる人材の育成を進めます。今期中にガ

イドラインの設定とともに、資格認定制度を導入し

メーカー社員、インテリアコーディネーター、販売 
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２）第三世代オーディオ普及委員会 
 
２）第三世代オーディオ普及委員会 

会活動を通じて携帯配信音楽の高度化会活動を通じて携帯配信音楽の高度化

準信号の設計と提供を進めており、今期は標準信

号の有料配信提供の導入を進めます。 
また USBや各種メモリーでの音楽提供のあり方
について課題の整理と方向性について検

準信号の設計と提供を進めており、今期は標準信

号の有料配信提供の導入を進めます。 
また USBや各種メモリーでの音楽提供のあり方
について課題の整理と方向性について検

す。 
 
３）ソフ

す。 
 
３）ソフ

再生音楽文化創造に欠か再生音楽文化創造に欠か

知・頒布活動を強化します。協会ならではの良質

なチューニング用ソフトの開発も検討していきます。

さらに会員サービスの一環として良質なソフトの廉

価頒布システムも検討していきます。 
 
４）生録普及委員会 

知・頒布活動を強化します。協会ならではの良質

なチューニング用ソフトの開発も検討していきます。

さらに会員サービスの一環として良質なソフトの廉

価頒布システムも検討していきます。 
 
４）生録普及委員会 

文化を醸成するために文化を醸成するために

セミナーを開催していきます。さらに協会ホーム

ページに生録専用サイトを立上げ広報強化に努めま

す。 
 
５）展

セミナーを開催していきます。さらに協会ホーム

ページに生録専用サイトを立上げ広報強化に努めま

す。 
 
５）展

と目標を明確にして他団と目標を明確にして他団

エリアを広くすることを検討していきます。 
実行委員会による推進と全理事の参加を基本に組

エリアを広くすることを検討していきます。 
実行委員会による推進と全理事の参加を基本に組
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ま

す

ラウンドサウンドワーキンググループ 
2011 年地デジ移行に伴うサラウンドサウンドの

ンド

の

専業固有の課題抽出と解決策の検討を進めるため

織を固め、ソフト委員会と連係して

地

会との連絡会を設置し、協力関

係

オーディオ協会の公益的事業の中核事業として

みでなく会員や広く一般の方へ

協

）広報委員会 
抜本的な広報活動のあり方について検討を進めま

と会員各社HPとの関係強化、新
鮮

当協会の中心的広報誌として個人会員の拡大を視

を目指し発行方法、

内

1）企画会議・運営会議 
企画会議は正副会長及び必要に応じ関係委員長を

議は理事会開催時必ず開

催

情報公

をご覧下さい。 

 

織化し、絶対に赤字化させない綿密な計画で進め

。 
 
６）サ

普及に向け、JEITAと協力して5月1日サラウ
日活動の強化と専用ホームページ「ホームシアタ

ーサウンド」のアクセス数増大による認知度向上活

動に取組んでいきます。 
 
７）専業部会 

基本的な活動組

方への「出前コンサート」「出前音楽塾」などの開

催を目指します。 
また真空管オーディオ協議会、ハイエンドオーデ

ィオショー実行委員

の強化を進めます。 
 
８）音の日委員会 

「音の匠」の顕彰の

会ビジョン達成のための活動を顕彰するような新

たな仕組み開発の検討を始めます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

９

す。特に協会HP
情報の収集と原稿化の方法などについて専門委員

を指名して活動していきます。 
 
10）JASジャーナル編集会議 

野に会員満足につながる会員誌

容、サポート体制を検討していきます。 
 
 
1

基本に適宜開催し、運営会

し、スピードと決定を重視して忌憚のない意見交

換が出来るように運営配慮していきます。 
 
平成 22 年度事業計画の詳細は協会 HP 
開

http://www.jas-audio.or.jp/about/jas008.php 
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協 関連資料集 4 会事業

成 22年度収支予算書 
（平成 2 まで） 

  

平
2年 4月 1日から平成 23年 3月 31日

  
J A S  I n f o r m a t i o n 

  
  
  

  

43 



 
 
 

JAS Journal 2010 Vol.50 No.5（7月号） 

 

協会事業関連資料集 5 
成 22年度 役員名簿 
（平成 22年 7月 1日現在） 

 
 
 
 

平
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協会事業関連資料集 6 
成 22年度 協会組織図 
（平成 22年 7月 1日現在） 

平

 
J A S  I n f o r m a t i o n 
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問並びに意見に対する回答（総会より抜粋） 

 ＜質問概要と

１、会員区分と議決権について・・・今回の会員区分制度

と個人会員に対する議決権制限は、個人会

Ａ

目的は「高忠

 

Ｑ ・・・会費値上げの前に活動の見

直しや、個人会員へのサービス強化策が示されるべきであ

Ａ

けて「財政・組織・事業検討会議」で協会の

 

 

 

 

回答要約＞ 

た。当然、類似他団体の会費基準なども参考に提案しまし 

た。なお個人会員へのサービス強化策は上期中に具体的に 

提案します。 

Ｑ

覚障害者への活動を行なうべきである。さ

らに業界代表として輸出促進策なども手がけるべきである。 

 

そ

どは、一部ホームページ

の見直しなど、費用を勘案しながら今後も強化に努めま
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員排斥とも取れ員排斥とも取れ

るが執行部の見解を聞かせてもらいたい。 

１、日本オーディオ協会は、同好の士により1952年に「オ

ーディ学会」として設立されています。その

るが執行部の見解を聞かせてもらいたい。 

１、日本オーディオ協会は、同好の士により1952年に「オ

ーディ学会」として設立されています。その

実度録音と再生技術の向上」にあり、個人技術者集団とし

て活動されてきたことは歴然としています。しかし、昨今

のデジタル化や大規模開発を要する時代となり、企業法人

の支援無くしては成り立ちません。今回の提案は、協会の

経営責任を明確化することと、経営スピードのアップを目

指し、個人会員と法人会員間の会費比率、議決権比率、理

事比率のアンバランスを是正するものです。決して個人会

員排斥を目論むものではありません。逆に今期事業計画書

では個人会員増大を目指しています。なお、議決権制限を

入れましたが特別議決権など重要事項はすべて個人会員も

議決権を有しており、実質上の齟齬はないものと考えます。

今後も開かれた協会運営を目指しますのでご理解とご協力

をお願い致します。 

２、会費値上げについて

実度録音と再生技術の向上」にあり、個人技術者集団とし

て活動されてきたことは歴然としています。しかし、昨今

のデジタル化や大規模開発を要する時代となり、企業法人
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では個人会員増大を目指しています。なお、議決権制限を

入れましたが特別議決権など重要事項はすべて個人会員も

議決権を有しており、実質上の齟齬はないものと考えます。

今後も開かれた協会運営を目指しますのでご理解とご協力

をお願い致します。 

２、会費値上げについて

る。また、シニア会員年齢の６７歳からというのは上げ過

ぎである。 

２、今回の提案は会費値上げのみが目的ではありません。

既に１年をか

る。また、シニア会員年齢の６７歳からというのは上げ過

ぎである。 

２、今回の提案は会費値上げのみが目的ではありません。

既に１年をか

あり方を抜本的に見直してきました。その結果、事務局の

大幅リストラ、会費基準の見直し、事業自体の見直しなど

進めてきました。そして、さらに確実に実行するために「公

益法人」から「一般社団法人」への移行を提案しました。

値上げについては新会員を除き、来期より実施ということ

と、シニア年齢は６５歳からにすること、現シニア会員は

据え置きという緩和変更案を提案し、総会にて決定しまし 

あり方を抜本的に見直してきました。その結果、事務局の

大幅リストラ、会費基準の見直し、事業自体の見直しなど

進めてきました。そして、さらに確実に実行するために「公

益法人」から「一般社団法人」への移行を提案しました。

値上げについては新会員を除き、来期より実施ということ

と、シニア年齢は６５歳からにすること、現シニア会員は

据え置きという緩和変更案を提案し、総会にて決定しまし 

  

  

３、協会のスタンスと将来展望について・・・最近はオー３、協会のスタンスと将来展望について・・・最近はオー

ディオというよりＡＶ協会ではないか。長期展望が見えなディオというよりＡＶ協会ではないか。長期展望が見えな

い。また、視聴い。また、視聴

Ａ３、当協会は、あくまでオーディオ主体の協会であります

が、ホームシアターや特に3Ｄの出現など、オーディオとビ

ジュアルが融合する今日ではビジュアルを全く無視するよ

り、その中のオーディオに光をあてて強化していくことが

Ａ３、当協会は、あくまでオーディオ主体の協会であります

が、ホームシアターや特に3Ｄの出現など、オーディオとビ

ジュアルが融合する今日ではビジュアルを全く無視するよ

り、その中のオーディオに光をあてて強化していくことが

求められています。オーディオを基本に活動していくこと

に振れはありません。ただ、国内主力企業のオーディオ事

業投資額や活動が希薄になっていることは否めません。視

聴覚障害者への取り組みは「音の日」で進めてきましたが、

何が出来るか検討していきます。長期展望まで示せません

が、中期展望は今期事業計画書において示しています。ま

た、業界政策に対しても「中小企業特別金融支援策」など

政府や政党に対しても取り組んできました。今後も出来る

ことから取り組んでいきます。 

の他・・・総会招集期間の変更はご意見どおり変更決議し

ました。電磁的方法などの法律用語は変更できません。

情報発信が不足していることな

求められています。オーディオを基本に活動していくこと

に振れはありません。ただ、国内主力企業のオーディオ事

業投資額や活動が希薄になっていることは否めません。視

聴覚障害者への取り組みは「音の日」で進めてきましたが、

何が出来るか検討していきます。長期展望まで示せません

が、中期展望は今期事業計画書において示しています。ま

た、業界政策に対しても「中小企業特別金融支援策」など

政府や政党に対しても取り組んできました。今後も出来る

ことから取り組んでいきます。 

の他・・・総会招集期間の変更はご意見どおり変更決議し

ました。電磁的方法などの法律用語は変更できません。

情報発信が不足していることな

す。また多くの賛同意見や励ましのご意見を頂きました

ことには厚く御礼を申し上げます。会員の皆様の絶大な

るご支援をお願いするとともに、今後も皆様の負託に応

えられるように努力をすることをお誓いし、回答要約と

させていただきます。 

（会長 校條 亮治） 

す。また多くの賛同意見や励ましのご意見を頂きました

ことには厚く御礼を申し上げます。会員の皆様の絶大な

るご支援をお願いするとともに、今後も皆様の負託に応

えられるように努力をすることをお誓いし、回答要約と

させていただきます。 

（会長 校條 亮治） 
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費制度の改訂 

 
 

        入会金及び会費規則 （平成 22年 6月 10日改訂） 
目 的） 

第 1条 こ 金 を目的と

。 

（入会金

2条 入会金は、別表のとおりとする。 

は、理事会が入会を承認した旨の通知を受領したときは、一ヶ月以内に入会金を納

（会

3条 会員の会費は、別表のとおりとする。 

は、4月 1日から翌年 3月 31日までとする。 

年度の 4月に納入しなければならない。 

4条 臨時に資金を必要とするときは、総会の議決を得て、会員から臨時会費を徴収すること

る。 

（入退会

5条 年度途中の入会者の会費については、第 3条第 1項を準用するものとする。 

6条 既納の入会金及び会費は返還しない。 

7条 本規則の実施に必要な細則は、会長が総会の議決を得て別に定める。 

の変更規定は新規入会分については平成 22年総会承認後直ちに適用するものとする。 
る。 
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会

  
  

（（

の規則は、定款第 7条に基づき、本会の入会 及び会費について定めることの規則は、定款第 7条に基づき、本会の入会 及び会費について定めること

するする

 

） 

 

） 

第第

2 入会申込者2 入会申込者

入しなければならない。 入しなければならない。 

 

 費） 

 

 費） 

第第

2 会費の年度2 会費の年度

3 会員は、第 1項に定める年会費を一括して当該3 会員は、第 1項に定める年会費を一括して当該

  

（臨時会費） （臨時会費） 

第第

ができができ

 

） 

 

） 

第第

  

（入会金及び会費の返還） （入会金及び会費の返還） 

第第

  

（実施細則） （実施細則） 

第第

  

         附則          附則 
ここ

現会員については平成 23年度会費徴収分から適用す現会員については平成 23年度会費徴収分から適用す
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付表 

種 別 基  準 入 会 金 会費（年会費） 事 業 規 模 
法人会員（注 1） 
A会員 
B会員 
C会員 
D会員 
E会員 

1口 85,000円 
 
 
 
 
 

1口200,000円
25口以上 
9口以上 
5口以上 
 2.5口以上 
1.5口以上 
(30万円以上) 

AV売上金額 
500億円以上 
100億円以上 
50億円以上 
10億円以上 
10億円以下 

団体会員 1口 50,000円 1口100,000円
1口以上 

 

 
 
 
 
正会員 
 

個人会員（注 2,3）      4,000円 8,000円  
法人会員（注 4）  

賛助会員  
1口 50,000円 1口100,000円

1口以上 
 

団体会員 1口 50,000円 1口100,000円
1口以上 

  

学生会員（注 5）      2,000円     4,000円  
（会員の種別について） 

１．正会員 

法人 A会員、B会員、C会員、D会員：オーディオ及びオーディオビジュアル関連事業の事業規模が 

上記金額以上の会社 

      事業規模は A,A/V総売上とし国内外、A,A/V比率は問わないものとする 

法人 E会員 ：オーディオ及びオーディオビジュアル関連事業の売上が 10億円以下の会社 

及び上記 A,B,C,D会員以外の会社 

団体会員  ：オーディオ及びオーディオビジュアル関連事業を行う団体（登記団体） 

個人会員   ：オーディオ等に関する専門的知識を有し本会の目的に賛同する者 

２．賛助会員 

法人会員   ：本会の事業を賛助する法人 

団体会員  ：本会の事業を賛助する団体（非登記団体） 

学生会員  ：本会の目的、ビジョンに賛同する学生会員 

（表中の注記） 

（注 1） 企業内分社や事業所,販売店,ベンチャー企業等は 0.5口の適用を受けることが出来る 

（注 2） 個人会員の紹介により入会する個人会員は入会金を免除する 

 (注 3)  65 歳以上の会員は会費納入時に申告することによりシニア会費（入会金 2,000 円、年会費

4,000円）の適用を受けることができる 

(注 4)  法人賛助会員で普及事業を推進する委員会への参加を希望する場合は 0.5口の部会費を負担

するものとする 

（注 5） 学生会員は高校生、専門学校生、大学生、大学院生を対象とする 
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